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日本藻類学会々則

第 1条 本会は日本務類学会と称する。
第 2条 本会は務学の進歩普及を図り，併せて会員相互の連絡並に親|陸を図るζと

を目的とする。
第 3条 本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。

1. 総会の開催(年1図)
2. ~薬類に関する研究会， 講習会， 採集会等の開催
3. 定期刊行物の発刊
4. その他前条の目的を達するために必要な事業

第 4条 本会の事務所は会長が適当と認める場所におく。
第 5条 本会の若手業年度は4月1日に始まり，翌年3月31日に終る。
第 6条 会員は次の 3種とする。

1. 普通会員(部類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人文は団体で，役員
会の承認するもの〉。

2. 名誉会員(務学の発達!こ貢献があり，本会の趣旨に賛同する個人で，役員会
の推騰するもの〉。

3. 特別会員(本会の趣旨に賛同し，本会の発展に特に寄与した個人文は団体で，
役員会のmn:~するもの)。

第 7条 本会に入会するには，住所，氏名(間体名)，職業を記入した入会申込書，を
会長に差出すものとする。

第 8条 会員は毎年会費800円を前納するものとする。但し，名市首会員 (次条に定
める名誉会長を含む)及び特別会員は会Y貨を要しない。外国会員の会主tは3米ドノレ
とする。

第 9条 本会には次の役員を置く。
会長 1名。 幹事若干名。 評議員若干名。

役員の任期は2ヶ年とし重任するととが出来る。但し，会長と評議員は引続き3期
選出されることは出来ない。
役員選出の規定は別に定める。(付則第 l条~第4条〉
本会に名誉会長を向く乙とが出来る。

第10条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の窓を受けて日常の
会務を行う。

第 11条 評議員は評議員会を織成し，会の要務に闘し会長の諮問にあずかる。評議
員会は会長が招集し，また文脅をもって， ζれに代えるととが出来る。

第 12条 本会は定期刊行物「藻類」を年3回刊行し，会員に無料で頒布する。
(付則)

第 1条 会長は国内在住の全会員の投票により，会員の互選で定める (その際評議
員会は参考のため若干名の候補者を推li!5J"るζとが出来る)。幹事は会長が会員中よ
り乙れを指名委l腐する。

第 2条 評議員の選出は次の二方法による。
1. 各地区別に会員lやより選出される。その註員は各地区 1名とし，会員数が50
名を越える地区では50名までごとに 1名を加える。

2. 総会において会長が会員中より若干名を准鰐する。但し，その数は全評議員
の1/3を越えることは出来ない。ム

地区割jは次の7地区とする。
北海道地区。東~t地灰。関東地区(新潟，長野，山梨を含むl。中部地区(三重を含む)。
近畿地区。中国 ・四園地区。九州、|地区 (ift総を含む)。

第 3条 会長及ひ・幹事は評議員を兼任するととは出来ない。
第 4条 会長および地区選出の言平議員に欠員を主主じた場合は，前任者の霊長余期閥次
点者をもって充当する。

第 5条 会員がパックナンバーを求めるときは各巻800円， 分1mの場合tj:各号270円
とし，非会員の予約購読料は各号400円とする。

第 6条 本会則は昭和44年4月1日より施行する。



投稿 の 注意

会員諸君から次の事柄をお合みの上投稿を期待します。

1. 藻類に関する小論文 ・綜説 ・論文抄録 ・雑録など(すべて和文，但し外国会員はと

の限りでない)を掲載します。

2. 原稿は簡潔に書き，小論文 ・綜説は図 ・表 ・摘要 ・文献を含めて印刷6ぺージ以内，

論文抄録 ・紀行文 ・雑録その他は 3ページ以内を原則とします。印刷 1ぺージは 400

字づめ用紙で約3枚です。原稿には表題の欄H外見出し及び脚註として著者所属とその

所在地を添えて下さい。

3. 原稿の掲載の取捨 ・l順序 ・体裁 ・校正は役員会に一任して下さい。著者校正は初校

に限ります。

4. 原稿は次の体裁を基準にして下さい。

a)平仮名まじり，横書き，A-4， 400字詰原稿用紙をもちいて下さい。

b)図はすべて原図を送って下さい。コピーはうげつけません。図中の文字は適当な

大きさの活字をはるか，黒インクでていねいに書いて下さい。図の説明は別紙とし，

図を入れる位置を本文中に明示して下さい。図の裏にはすべて著者名 ・表題 ・図番

号 ・希望縮尺を記入して下さい。図の倍率数値はすべて縮少後のものにして下さい。

図及び表はなるべく印刷仕上りの横巾巌大 5cm又はlOCI1Iになるよう配慮して下さい。

c)小論文 ・綜説に限り，著者の英文名 ・英文題白及び200語以内の英文摘要 (A-4，

タイプ，ダプノレスペースによる〉をつけて下さい。和文重要約は不要です。外国会員

の場合編集部でその要約を邦訳するζとがあります。

d)数字はアラビア数字をもちい， 数量の単位はメ ートノレ法によります。学名などイ

タリック活字にするところはアンダーライン 1本，人名などで small capita1にす

るとζろはアンダーライン2本，ゴジック活字にするとζろは波状アンダ企ーライン

1本を記入して下さい。

(伊!J)Batrachospermum ectocarpum Sirodot， Summary， sec， min， hr，ρ mμ， 

mm， cm， m，μ1， m1， 1，μg， mg， g， N， M， ppm，lux， w， amp， g(gravity) 

250 

e)文献はおわりに一括し， 弓|用順に番号をつけ，文中の該当人名，または事項の後

に 1)，2-5)， 3，10)のように肩書きし， 形式は次の例にならって下さい。

1) Iyengar， M.O.P. (1940) On the formation of gametes in Cau1erpa. Jour. Ind. 

Bot. Soc.， 18: 191-194 

2) F出竺~ F. E. (1935) Structure and reproduction of the a1gae ~ Cambridge 

Univ. Press， London 1-791. 

3) Hutner， S. H. and Provaso1i. L. (1951) The phytof1agellates. In Bioche 

mistry and Physio1ogy of Protozoa 1 (A. Lwoff， ed.). Acad. Press， New York 

27-128. 



4) 秋UJ優 ・佐)11紀子 (1970) 本邦雄土嬢議類 包塁壁豆三旦の生態学的特性.藻類，

1 8 :1 5-~0 . 

5) 猪野俊平 (1947)海藻の発生.~じ隆館， 東京 ・ 1-255 .

6) 森村裕次 (1965)微細務類の培養法務類実験法(田宮博 ・渡辺篤編)ー 南江堂，

東京 :46-67 

5. 別刷の費用は著者負担とします。但し，小論文 ・綜説に限りその50部分の費用は学

会で負担します。

6. 原稿は雑誌発行ののちに返送します。

7. 学会に関する通信は(〒657)神戸市灘区六甲台町 1-34，神戸大学理学部生物学教

室内本会庶務，会言「又は編集幹事宛と し， 幹事の個人名は-切使用せぬよう注意して

下さい。

A
Q

一品

a::. 
Eコ

第18回総会において|昭和46年度より会費を次の立11く改正するととに決りましたのでお知

らせ します。

(1) 圏内会員 1，200円

(2) 外国会員 4.5米ドノレ

(3)パックナンバー 各巻 1，200円

(4) 予約購読料(非会員の誌代〉 年間 1，800円
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イソムメモドキの胞子発生*

大森 長 朗ま

T. OHMORI : Spore Gennination in均，aloゆhoniaca略的saOKAMURA 

紅藻カクレイト目，リュウモンツウ税植物の胞子発生については， KYLINl)がDumon・

tia filφrmis， ROSENVINGE2)が Dumontiaincrassata， KrLLJANS)が Dudresnaya

sp.，岡村4)および梅崎めがヒピロウド Dudresnayajaponicaで報告しているに過ぎない。

著者は今回，この斜に属する植物で，いまだにその胞子の発生が観察されていないイソム

メモドキ Hyalosiphonia caespitosa OKAMURAの四分胞子および果胞子の培養を試み，

その発生を観察したところ幾らかの知見を得たので，その結果を報告する。

材料 と 方 法

培養に用いた材料は， 1970年5月7日に岡山県玉野市渋JlIで採集したものである。採集

後，直ちに岡山大学理学部生物学教室の実験室に持ち帰り，シャーレに事ヨ過海水を満たし，

その器底にスライドグラスを敷いて，四分胞子および果胞子を別々に放出させた。培養液

には SCHREJBER氏液を用いた。培養は 12.5士0.50Cの恒温室中で行なわれ，培養胞子

は1，2001uxの/レミグリーン蛍光灯で毎日12時間照射された。

さらに同年6月15日に再び渋川神合の大槌島で採集を行ない，玉野臨海実験所で果胞子

を放出させて培養を行なった。乙れは炉過海水を用いて室温 (200
) で第養を行なったが，

その結果は前者の培養の結果と同じであった。

観 察

(1)四分胞子発生

本種の四分胞子は球形で，多数の淡紅色の色素体を含んでいる(Fig.1， a)。その中央部

には 1個の核が見られる。四分胞子の直径は平均値で38.5μ(標準偏差2.7μ〉である。胞

子放出後2日目ぐらいから，胞子は生長することなく細胞分裂を始める。最初，胞子の中央

キ岡山大学理学部生物学教室植物形態学研究業績No.ll0.本研究の一部は文部省私学研究

費補助金によった。(課題番号84098)

紳岡山大学理学部生物学教室(岡山市津島〉

Department of Biology， Faculty of Science， Okayama University， Okayama， Japan. 

The Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vol. XVIlI. No.3， 103-107， Dec.1970 
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Fig. 1. Germination of tetraspore in Hyalosiph.onia caespitosa OKAMURA 

a) a liberated tetraspore. b) the first segmentation (3 days old after liberation of 

spores). c， d) the second segmentation (3 days old). e) further segmentations 

(4 days old). f~h) germl ing developing parenchymatous cells at the periphery of 

the body (f， 6 days old; g， h， 8 c1ays old). i) the fusion of two germl ings (6 days 

old). x375 

部で分割壁が走り ，胞子細胞は 2等分される (Fig.1， b)。続いて第一分割壁に刻して垂直

に第二分割盛が入り，胞子細胞は規則正しく 4等分される (Fig.1， c， c1)。放出後4日目

には， さらに第二分割~に平行に 2 つの!換が， また重・直に 2 つの映ができて， 表面から見

ると16の小細胞に分かれた状態となる (Fig.1， e)。 その後，発生体の下辺の商辺部の細

胞の色は淡くなっていくとともに，それらの細胞は一機に仰出成長を始める (Fig.1， f)。

同心円的な成長と同[i寺に分裂も繰り返して，大きな盤状の発生体となっていく (Fig.1， 

g， h)o 2胞子または 3胞子発生体が合ーした大きな発生体も観察された (Fig.1， i)。

(2)果胞子発生

果胞子の形および構造は1!.91分胞子と同じであるが，そのλきさは四分胞子よりもはるか

に大きく ，直径の平均は56.0;1(標準偏差3.1μ)である (Fig.2， a)。四分胞子の場合と同
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Fig. 2. Germination of carpospore in Hyalosiphonia caeゆitosa OKAMURA 

a) a I iberated団 rpospore. b) the first segmentation (2 days olcl after liberation of 

spores) . c) the seconcl segmentation (2 days old). d， e) the third segmentatio日

(3 days old). f) further segmentations (4 c1ays olcl). g， h) germling developing 

parenchyrnatous cells at the periphery of the bocly (g， 6 c1ays olcl; h， 8 days old). x 375 

じく，胞子放出後2日目から胞子は大きくなることなく ， その内容が細分されていく。

先ず初めに胞子細胞の中央部かまたは一方の側に少し片寄った位置に第一分割壁が入る

(Fig. 2， b)。第二分割l壁は第一分割l墜に平行に走り ， 胞子細胞は自の字状に分割される

(Fig. 2， c)。四分胞子の場合のように， 第二分割壁が第一分割墜に対し垂直に走る場合

は非常に少なかった。放出後 3日目には，先にできた分割壁に対し，垂直に分割壁が入る。

この分割壁は各娘細胞の間でかかわりがなく ，自由に走っている(Fig.2， c1， e)。その後

はやや不規則に分裂をくりかえして，胞子細胞は多数の小細胞に分けられていく (Fig.2，

f)。放出後 5，6日目ぐらいになると，発生体の周辺部より柔細胞が伸長してくる (Fig.

2，g)。乙の柔細胞は同心円的に細胞層を増加していって，体は鍛状となる。発生体の中央

部は著しく盛り上ってくる (Fig.2， h)。
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考察 およ び結 論

リュウ毛ンソウ税植物の胞子の発生型にはいろいろな型が知られている。 Dumontia

filiformisllおよび Dumontiaincrassta'!.)は直接盤状型であり，Dudresnaya Sp.3)は間

接盤状型，Dudresnaya japonica5)は二原細胞型であるζとが報告されている。本研究で

観察されたイソムメモドキの四分胞子および果胞子の発生型は，ともに直接盤状型であっ

た。しかし，四分胞子と果胞子とでは，発生のごく初期の段階において胞子細胞の分割様

式に差異が認められた。四分胞子では第二分割墜は第一分割壁に対し垂直に走るが，果胞

子では平行に走るものが大部分であった。その後，胞子細胞が細分されていく過程では，

果胞子の方が四分胞子に比べてやや不規則に分割されていた。猪野"は真正紅藻類19穏に

ついて，同一種の四分胞子と巣胞子の大きさを路較した結果，四分胞子も果胞子も同一種

のものである限り，その大きさは等しいと述べている。イツムメモドキの四分胞子の平均

直径は38.5μ，果胞子では56.0μ で，両胞子の聞で大きさは著しく呉なっていた。前述し

た四分胞子と果胞子の胞子細胞の初期の分割様式の差異は，その胞子の大きさの相違に原

因があるのかも知れない。イソムメモドキのほか，マクリ Digeneasimplex7)，およびイ

ギス税の多くの種， 例えばハリイギス Ceramiumpaniculatum，ハネイギス Cer.japo 

nicum，イギス Cer.kondoi，フトイギスのー型 Campylaephoracrassa f. borealおめで

も四分胞子は果胞子よりも小さいことが報告されている。

稿を終るに当り，本稿の御校閲をいただいた猪野俊平教授，および材料の採集に御便宜

をいただいた玉野臨海実験所所長吉田正夫教授と実験所の所員の方々に深く感謝の意を表

します。また本穫の同定をして下さった広瀬弘幸教授に厚く御私申し上げます。

Summary 

The present paper dea¥s with the resu¥t of cu¥tura¥ study with tetraspores and carpo・

spores of Hyalosiphonia cae，ゆitosaOKAMURA. 

1. The average diameter of the tetraspore is 38.5μand tha t of the個 rpospore is 

56.0μ. 

2. The type of germination of both tetraspore and carpospore is of the immediate 

discal type. 

3. But， the difference in earlier segmentation of spore cells between tetraspores and 

carpospores has been found. The second segmentation oc四 rs at right angles to 

the first in tetraspores. While in carpospores the second segmentation wall runs 

in most cases in parallel with the first. 
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スズシロノリ(コノハノリ科)は Holmesia
ではない〔予報〕

上 日出夫*

H. MIKAMI : On the character in Holmesia japonica OKAMURA 

「スズγロノリ」は，岡村l)により Botryocartajaponica OKAMURAとして巌初に

発表された。ところが，のちに幻同氏によって品lmesia腐に移されて以来，今日に至っ

ている。筆者の知る限りでは，これまで得られたスズジロノリの箇体は雌性体についての

みであり，その四分胞子体に関しては未だ報告をきかない。筆者は1970年3月下旬，北海

道日高燥似付近において，スズジロノリの胞子体，並びに雌性体を得て，精査を誤みた結

果， スズジロノリは品lmesia属の性質とは凡そ符合しないものであることを確かめる

ζとができたので，ここにその概要を報告する。発表に当り，色々と御教示をいただいた

北大山田名誉教授に対し，深謝申上げる。

体の縛遣について:体の一般的構進については，既に岡村により詳細な記載が行なわれ

たり丸本橿の康長点については， このたび得られた材料において， 更に詳しく調べるこ

とができた。即ち，それは横に関節する頂細胞を有し，第2位列の頂細胞は何れも体の縁

辺に達するけれども，第3位列の頂細胞:乱総てが縁辺に遣するとは限っていない。観察

された限りでは，何れの列においても介生分裂を存しない (Figs，1-2)。

プロカルプについて:本種のプロカノレプは，体表に生じた特別な副校上の中肋に沿って

求頂拘に形E発される。プロカグプは4ケ細胞よりなるカルポゴン校l組と， 2組の中性細胞

とをもっている。 カグポゴン筏のうち， 基部から数えて第2番目の細胞 (cb2) が最も大

形を示す。

護果について:Fig. 6は若いプエ毛プラストの発達を示す。ゴユモプラストの基部に

は癒合細胞が見られる。果胞子は数ケずつ鎖状に逮って生ずる。 rhizoidalcellは受精した

プロカルプをとり巻く体細胞より由来し，二次的に獲果の内壁細胞と連結する。嚢果は成

実業(副秘の基部近くに生じ，短柄を有し，楕円形又は卵円形に脹む σig.8)。

四分胞子獲について:胞子体上には，特別な生殖副校をもたず，従って四分胞子褒は，

直接体表とに広く散在して生ずる。即ち，始めは体上部の周辺部より次第に体中央部に拡

がり，やがて脈部を除く体上部全体を覆うに至る(Fig.9)。

四分胞子袋の発生は皮層細胞に由来する(Fig.10)。

吋L幌大学〈札幌市西岡243-2)

The Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vol. XVIII. No.3，108-111，Dec. 1970 
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Fig. 1. Early stage in development of branch. x 370. 

Fig.2. 恥farginof tha¥lus showing later stage in development of branch. x 370. 

Fig. 3. Apical part of female plant showing stag'白 indevelopment of procarp. x 370. 
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Fig. 4. Longitudinal section of young cystocarp showing stage in development of 

auxiliary cell. x 58. 

Fig. 5. The same， more highly magnified. x 230. 

Fig. 6. Early stage in development of gonimoblast. x 112. 

Fig. 7. Carposporangia. x 58. 

Fig. 8. Four sporophylls. x 3.5. 

Fig. 9. Tetrasporangial plant wi也 sorion main blade. x 0.5. 

Fig. 10. Longitudinal section of young tetrasporangial soms. x 58. 

a...apical cell; au…auxiliary cell; c…cyst∞arp; cb..咽 r伊，gonialbranch; Cblo cb2， 
cbs'・.first，second， and third cells of carpogonial branch，詑spectively; cc...central 

cell ; cp"'carpogonium ; fu...fusion cell ; gon...g，∞加.oblast; i2， is...initial cells 
of cell rows of second and third order， respectively sc.・'supportingcell ; stc… 
sterile cells stcl...first group of sterile cells ; Stcl mc， stC2 mc...mother cells 

of first and second groups of sterile cells， respectively rc...rhizoidal cell ; s… 
伺 rposporangia …tetrasporangia.

考察

以上の観察結果に基づくとき，スズジロノリは，その戚長点の示す性質などから推して，

コノハノリ税のDelesserieae亜税，Membrano.μeraグJレ【プに所属することは間違いな

いものと思われる。

さて， KYLINI)D)によると，Membranopteraクツν【フ・中には，Membranoptera属を始

めとして，Pantoneura， Cyclo宅pora，Microrhinus，及ぴ Holmesiaの計5属を含むとさ

れている。

その中で，Holmesiaの場合は，その麗果及び四分胞子援は何れも特別な生殖副校上に，

それぞれ形属されるという特徴をもっ。品lmesia属のタイプ極である H.capensis J. 

AGARDHについて WAGNER6)も，その特色を確認している。ところが， スズシロノリ

においては，畿巣はまさしく副校上に生ずるけれども，四分胞子裂の場合は，既にのぺた

如く，直接体表土に散在して生ずる。その外，タイプ種に見られるような分岐法即ち，中

肋の distalendからの分岐などはスズシロノリでは見られない。更に，Holmesiaでは，

巣胞子が terminallyに生ずる (WAGNER，6)Fig. 83)のに対し，スズYロノリにあっては，

数ケずつの果胞子が違って生ずる乙となどの相違点を加えることができる(Fig.7)。

一方，Holmesia属を除く他の4つの腐の性質と上搬を行なってみても，スズシロノリ

のもつ諸性質に符号するものは全く見当らない。

従って，日本に産するスズジロノリを受け入れるための新しい属を設ける乙とが必要と

なってくると思われる。

なお，そのための更に詳細な記載については，稿を改めて発表したい。
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Summary 

1. The reproductive org.叩sin Holmesia japoni・'caOKAMURA were observed on the 

basis of specirnens frorn Nishi・Sarnani(Hokkaido). Besides the previously known 

female plant， sporangial plant is newly described. 

2. The apex are typical of other Membranoptera group. 

3. The procarps are formed acropetal¥y on the central row of cel¥s of the proliferations 

produced by the blades of female plants. 

4. The pr∞arps consist of a four-cel¥ed carpogonial branch bome on a supporting cel¥， 

and two groups of steri¥e cel¥s pr吋ucedby the same supporting cel1. 

5. The carposporangia are bome in chains. 

6. The rhizoidal cel¥s are derived from primary cel¥s in the vicinity of the fertilized 

procarp. 

7. The tetrasporangial sori occur scatteringly on the rnain thal¥us， not on proliferations as 

in Holmesia capensis J. AGARDH， the type species of its genus. 

Accordingly， the present species (H. japonica) is so sharply distinct from the 

character of Holmesia. 

8. The more detai¥ed description on this alga wi¥l be published in the future. 

Literature cited 

1) 0KAMURA，K. (1951) Icones of Ja戸neseAlgae. 2. Kazarna Shobo， Tokyo: 109-114. 

2) (1951) Ditto. 6 : 97. 

3)一一一ー一一一 (1936) Nippon Kaiso-shi. Uchida Rokakuho， Tokyo : 767-768. 

4) KYLIN， H. (1924) Studien ub釘 dieDelesseriaceen. Lunds. Univ. Arsskrift， N. F. 

i¥sd. 2: 19. 

5)一一一一一一一 (1956)Die Gattungen der Rhodophyceen. CWK Gleerups Forlag， Lund: 

43-1. 

6) ¥VAGNER， F. S. ~1954) Contribution to the morphology of the Delesseriaceae. Univ. 

Calif. Pub1. Bot. 27 : 3ゆか303_
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マクサ，オオプサおよび

ハイテングサの雄性生殖器官

赤 塚 伊 三 武 *

1. AKA TSUKA : Male organs of GBlidium amansii LMX.， GBlidium pacificum 

OKAM吋組.dGelidium puSillum(STACKH.)LE JOL. 

現在までにテングサ目 (Gelidiales)のなかで雄性生殖器官あるいは単に雄性体が記載さ

れたものとしては次の10種 1品種が知られる。

すなわち AcanthopBltisjaponica (KA.NEKOI))， GBlidium cartilaginBum(KYLIN2) 

SMITHめ)， G. crinalB (GARDNER4))， G. crinalB var. lubricum (NEWTONd))， G. 

latifolium (BORNET &τ'HURET6) ; DIXON7); FELDMANN & HAMEL8) ; NEWTON町，

G. lub吋cum(BORNET & THURET6))， G.ρulchrum(FAN9) ; GARDNER4))，PtBrocladia 

capillacea (BORNET & THURET6) ; FELDMANN & HAMEL8) ; NEWTON的)， Pt.lucida 

(BORNET & THUREl崎)， Pt. pyramidalB (F AN9)) ， Suhria vittata (FAN9))。しかし，

GBlidium amansii OKAM. (マクサ)， G. pacificum. OKAM (オオプサ)， G.pusillum 

(STACKH.)LE JOL.(ハイテングサ)についてはまだ報告がない。

本邦産のテングサ自について，前掲の KANEK01)の報告以外には記載がなく，わずか

に高松町の記述(片ホプサの雄性体は著しい特徴を示さない)，ならびに須藤ll)の記述C報

告はないがテングサ類の雄性体は小さいようである)があるにすぎない。

筆者は，大緩健氏に依願して1968年8月に伊豆日蓮崎より採集されたオオプサの中から

雄性体を多数見出し，つづいて同年9月，同氏による伊E妻良の採集品からマクサの，安

房小湊の材料からハイテングサの雄性体を得ることができたので，雄性生殖器官を中心と

した観察結果を報告する。

1. マクサ一一2個の雄性体が得られた。

体の高さはいくぶん小型で約6cm，主軸は強く扇圧している。主軸の幅は中位都にて最

大の約2II/1IIに達し，基部では0.8_とくぴれる。特別に発出したと想像される繊細な最末小

枝の両平面に精子袋(antheridia)が生じる。しかし， DIXON1)や FAN9)が記載したような，

主軸や主枝に精子獲が形成されている例は観察されなかった。精子裂の生じている最末小

枝の先端は通常2-4文分岐を示すが，時には単条のものもみられる。精子嚢が生じた区域

は，表面に存在する粘液層のため白っぽくみえる。

*東京都立大学理学部生物化学研究室(東京都世田谷区深沢町2-1-1)

The Bulletin of Japan直seSociety of Phy∞logy， Vol. XVTII. No.3，112-115， Dec. 1970 
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精子援の頭部は表面観で楕円形を示し，そ

の長径は2-3tlあり ，2-4値1が接近する傾向が

認められる (Fig.l)。乙の柑接した精子獲群は

同ーの表皮細胞に起源、をもっ可能性が考えら

れる。断面観における精子重要の形成過程につ

いては， 他の報告(DIXONi)，FAN9)， KYLIN 

2)) と同僚である。 I時間的に不連続な別個の

観察を総合して，I時間的に連続した過程の再

Fig. 1. Surface-view of the antheridial 現を試みると次のようになる。

sorus of G. a rnansii， X 1400 まず表皮細胞が体表に垂直な函で通常2分

制される(Figs.2， 3)。ζの分割細胞のおのおのは体表に向って垂直に伸長し，もとの表皮

細胞の長取bの約2倍の長さにまで達した後， 精子援母細胞(antheridialmother cel!s)とな

る(Fig.4)。ζ の時点ではすでに厚さ2-4μ の粘液層が分泌されているため， 体表は断面観

でもり上ってみえる。精子援母細胞は2-3μx4-15μで，体表に平行な面で分割され，精子

護を生じる (Figs.5， 6)。結果として l個の表皮細胞から通常2個の精子獲が生じる乙とに

なるが，前述のごとく表面観からは，同一表皮細胞から 4個までの精子裂が生じている可

能性が考えられる。分割形成された精子裂は2-3μ x3-5μ の大きざである。 なお切片を

toluid】neblueで染色した場合に， 体表の粘液層は濃赤紫色に染まってメタクロマジーを

起すので，酸性基乙とに硫酸基を含むζ とが推察され興味深い。

2 オオプサ一一20数個の雄性体が得られた。縦性体はいくぶん小型で高さ 3-9clnあり，

四分胞子体や雌性体よりも扇平で幅広い。主軸中位部で最大幅の約 3酬に達するが，基部

ーーーーーーー一ーーーーーー一ーーー
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Figs. 2-6， Process of the anth-

eridium formation in the 

section of G. amansii 

7 -8， antheridia and anth-

eridial mother cel!s: (7， 

G. pusillum 8， G. 

paclficum) ; 

(an.， antheridia anrn.， 

antheridial mother cel!s ; 

sc.， superficial cortical 

cells.) 
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では0.8_くらいとなる。しかし踏襲標本では主軸の最大幅は約1.8l1/1liに減少している。マ

クサと同様に，精子議群は最末小授の両平面以外の部位では観察できなかった。精子愛群

の形成された最末小枝は分岐がはなはだしく，密集した観を与える。

表面観では精子襲の頭部は楕円形で， 長径は約3μ あり， その2-4個が互いに接近する

点はマクサと閉じである。また精子援の分割形成過程についてもマクサに類似する。伸長

し終った精子褒母細胞は2-3μx8-13μあり，とれが体表に平行な菌で分割されて生じた精

子嚢は2-3μx2-5/1ある(Fig.8)。精子婆のすく5外側から厚さ約7μ に達する粘液層が姶ま

っている。

3. ハイテングサ一一雄性体は多数得られたが，外観上は四分胞子体ならびに雌性体と

大差なく，体高も約2脚と同様である。それゆえ雄性体の判別は顕微鏡的に行なわれる。

本種では分岐が貧弱な乙ともあってか，主軸ならびに各校上部においても精子袋群が普通

に見出される。

既述の2種と同様に，表面観では2-4個の精子褒が接近し合う傾向が認められる。また

精子裳の分割過程についても前述の2種と同様である。しかし精子嚢の大きさは長径で約

3μ，精子援を分割する前の母細胞は2-3μx5-8μ といくぶん小型である(Fig.7)0*1占液層

の厚さは約5μ に達する。

以上を総じて，テングサ属 (Gelidium)の精子援の形態ならびに分割形成過程は前掲の

諸報告 (DrXON7)， FAN9) ， KYLIN均等)と原則的に一致し，著しい差異は認められない。

最後に，テングサ類の雄性体の生育量はそれほど稀少ではなく，注意すれば案外容易に

得ることができると思われる。またこれまで未報告の種については，おそらくその雄性体

の成熟した最末小枝が四分胞子托として誤認されたのではなかろうかと推察される。

終りに，指導と校聞を賜った岩本康三先生に厚く御干し申しあげます。また材料の採集を

快く引き受けられた勝浦水産高校の大級健氏に感謝します。

Summary 

The present accmmt deals with the structure of the male plants of three species of 

Gelidium. 

1. Gelid;um amansii L ¥1X.…As co泊 pared with female or tetrasporangial plants， 

two mJ.le thalli obtaine:l are m:>re broad， robast， and aboat 6cm in height. The antheri・

dial sori are forme:l 0:1 thin ultimJ.te branchlets probably specially sprouted， but not on 

the main axes and lateral branches in the present investigation. 

In surface.view antheridia are elliptic in most cases and measure 2・3μinlong diameter. 

Male fertile areas fade in color as a result that superficial mucilage layer over the 

sorus increases in thickness. 

Possible process of antheridium formation based on separate observations is as follows. 

In transverse section.view of male fertile areas， in general， the superficial cortical cells 
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divide in the plane perpendicular to the thallus surface. These divided cells become 

transformed the antheridial mother cells after their elongation. In the next stage， 

antheridial mother cells divide transversely to form antheridia， which measure 2-3ρx3-5μ. 

Occasionally two or three large vacuoles are observed within the antheridia. 

2. Gelidium pacificum OKAM....Male plants are 3-9cm in height， and their extemal 

view is generally similar to those of the female or tetrasporangial plants. Antheridial 

sori occur on the both surfaces of the ultimate branchlets. The male fertile branchlets 

are extremely sprouted even out of the branch surfaces. As compared with the case of 

G. amansii， the fertile branchlets are somewhat broader， and the mucilage layer is 

slightly thicker up to 7μ. Structure of the antheridia and their mother cells are generally 

the same as in G. a1托ansii.

3. Gelidium pusillum (STACKH.) LE JOL....Male plants are about 2mm in height， 

and their extemal view with naked eye almost resemble to that of the tetrasporangial 

and female plants. Structure of the antheridia and their mother cells are the same as 

in aforementioned two species. Antheridia are al:out 3μin long axis， antheridial mother 

cells measure 2-3μx5-8μ， and mucilage layer is up to 5μin thickness. 
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造果器・嚢果の発達からみた

カワモヅク科数種の類縁

熊野 茂*・瀬戸良三料・広瀬弘幸ホ

S. KUMANO : On the develo伊 lentof the carposporophytes in several species of the 

Batrachospermaceae with special reference to their phylogenetiα1 relations. 

カワモヅク属の造果器については， SIRODOT1) KYLIN2).3)， YOSHIDA4)などが詳しく

記載しており，受精後造果器は2分せず，下部の細胞と融合する乙ともなく造胞糸を直援

形成し，果胞子は普通造胞糸の先端部の細胞にのみ形成される。またユダカカワモヅク属

では造胞糸が中軸細胞の上をはって伸長する(KYLIN2)，SEGAWA6) UMEZAKI6)など〉が，

乙れらカワモヅク税のものはウミゾウメン目内では原始的な諸形質をもっ一群である。熊

野・広瀬・瀬戸i)は造鼎署および造果器をつける枝の長さなどを数量的に扱ってカワモヅ

ク属3種の問の類縁を考察したが，今回筆者はカワモヅク属5種，ユタカカワ毛ヅク属 1

種について，各種相Eの類縁関係を明らかにするため，造果器および造果器をつける枝の

分化，受精後嚢巣の発達過程の路較を試みたのでその結果を報告したい。

材 料

本研究に用いた材料は19同年4月~6月に次の各地から採集した。 Batrachospermum

arcuatum KYLIN* (西宮市門声厄神)， B. moniliforme ROTH (武蔵野市井の頭池)，

B. virgatum SIRODOT(西宮市門芦厄神)， B. vagum (ROTH) AG. (西宮市広田神社)，

B. gallaei SIRODOT(武蔵野市井の頭船，Sirodotia suecica KYLIN (京都市沢の船。

観 察

※ 
1 . Batrachosper明 umarc凶 tumKYLINσig. 1) 

輪生枝そうの短条校上に多数形成される若い造果器(la)には細胞内に色素体が存在して

いて短条枝の普通の細胞と殆んど区別できない。造果器の先端がふくらんで大きくなり無

色に近い卵形の受精毛(1b)が完威する。造果器内の色素維は受精前後まで存在が認められ

る。受精毛の先端に精子が付着すると造果器の基部は肥大(lc)するが， この頃受精毛と造

事神戸大学理学部生物学教室(神声市灘区六甲台町1の34)
Department of Biology， Faculty of Science， Kobe University， Nada， Kobe， Japan， 

紳神戸女学院高等部〈西宮市岡田山)
High School， Kobe College， Okadaヴ組閣， Nishin四 liya，Ja戸n.

The Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vol. XVIII. No.3，116-120，Dec.1970 

※本種は B.ectocaゆumSrRODOTと共に 1種にまとめ，種名として B.ectゆmゆum
SrRODOTを用いるべきと考えるが，本稿では前記の種名をあてである。
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果穏との連絡は閉ざされる。肥大した造果器は側下方に 1::z，反対側にもう 1コの造胞糸

始原細胞を形成する。造胞糸(Id)は闘す状に分校発達して球形の裂果となりその先端に果

胞子裂が形成される。受精後，造果擦をつけた短条枝は太く肥大し錦町， 禾受精の造果

器をつけた他の短条校は最初の枝の側枝 bract，伺となる。 5-16細胞からなる造果器をつ

ける枝(愛果の冊は短条校とほぼ等長なので，護果は翰生枝そうの周聞に散在し，さらに

裂果の柄の細胞が肥大伸長するにつれて周囲から突出するようになる。護果の摘は普通の

短条校細胞と同じ細胞からなる多数の側枝 bracteaを具え，裂果を包むようにして保護し

ている。

2. B. moniliforme ROTHσig.2) 

本種では造果器は輪生枝そうの普通の短条枝とは区別できる枝の先端に形成される。即

ち，造果器をつける枝は造果器の受精以前に短条枝から分化している。若い造果器(2a)に

は細胞内に色素体が存在する。造呆著書の先端がふくらんで造果器の数倍の大きさの受精毛

(2b)が形成される。受精した造果器(2c) からの造胞糸，~(2d)の発達は KYLIN~) の図示して

いる通りであった。 5-10細胞からなる造果器をつける枝は短条枝より短く，その細胞も

短条校の細胞より短い。乙の枝(畿果の冊は媛巣の成熱について多少肥大するが前種ほ

ど著しくないので，援果は翰生枝そうの中程に位置する。造期替をつける枝には多くの長

い側枝 bracteaが発達して褒果を被うようになる。

3. B. virgatum SIRODOT (Fig. 3) 

3-11コの盤伏または樽形の細胞からなる短い枝の先端に造泉器は形成される。即ち造

果器をつける枝の短条校からの分化はさらに顕著である。造果器の先端(3a)は突出して

柄のある梶棒形の精受毛(3b)に発達する。受精した造果器(3c)から造胞糸(3d)は放射状に

伸長し半球形の盛果に発達する。造果器をつげる枝には非常に短い側枝が形成されるが獲

巣を保護する程度には発達せず，輸生後そうの短条枝がこの役割を果している。

4. B. vagum(ROTH) SIRODOT (Fig. 4) 

本種の進果著書をつける枝は5-7コの盤状の細胞からなり，その短条枝からの分化はさら

に明瞭である。造果器(4a，b)に受精毛が完成する頃，造泉擦をつける枝には殆んど無色の

球形細胞からなる短い側枝が形成され造果器を被うようになる。受精後， ζの短い側枝を

押しわけるようにして造胞糸(4c)が伸長する。果胞子裂を形成するまでに発達した造胞糸

は殆んどみられないが， 中軸上をはって糸状に伸長した造胞糸上に果胞子婆 (4のが認め

られる例が数例あった。

5. B. gallaei SIRODOT (Fig. 5) 

本種の造果器をつける枝(5a，b)は2-4コの盤状細胞よりなる極めて短い枝にまで短条枝

から分化している。受精した造果器(5c)からの造胞糸(5d)の発達は基本的にはB.virgatum 

SIRODOTと同じであるが， 造果器をつける校が極めて短く嚢果を保護する側枝も殆んど

形成されない。さらに皮層細胞は発達するが輪生枝そうの短条枝は殆んど発達しないので

裂果はコプ状に裸出している。
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Explanation of figures 

1. Batrachospermum arcuatum a. young carpogonia， b. fertilized carpogone， c. cells 

of carpogonia bearing branch enlarge， d. gonimoblast embranced by bractea. 2. B. 
moniliforme a. young carpogone， b. fertilized carpogone， c. gonimoblast-initial is 
formed， d. carposporangia formed on gonimoblast. 3. B. virgatum: a. young carpogone， 
b. carpogone， c. gonimoblast is formed， d. carposporangia. 4. B. vagum a. young 
carpogone， b. carpogone， c. gonimoblast elongated upwards， many bractea are formed， d. 
carposporangia on elongated gonimoblast. 5. B. gallaei : a. young carpogone， b. carpo・
gone， c. fertilized carpogone， d. gonimoblast. 6. Sirodotia suecica : a. young carpogone， 
b. carpogone， c. gonimoblast elongated downwards， d. carposporangia on elongated 
gonimoblast. (X346) 
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6. Sirodotia suecica KYLIN (Fig. 6) 

この属の造果器はカワモツをク属のそれとは異って非対称形である。若い造果器には色素

体が存在する。造果器の先端の 1方にかたよった位置から突起(6a)が生じ，その先端がふ

くらんで卵形または円柱形の柄のある受精毛(6b)が形成される結果，非対称の造果器とな

る。受精すると造果器の基部の受精毛の付着している側，即ち造果器の背側が下方に向っ

て伸長し造胞糸始原細胞となる。造胞糸の最初の隔壁(6c)は造果器から少し下った位置に

形成される。その後の発達(6d)はKYLIN2)，SECAWA6)， UMEZAKI6)などの記述と同じで

ある。

考 察

カワモツ.ク属の造果器に受精毛が形成され受精後援果が形成されるまでの経過は，どの

種についても基本的には KYLIN2)が B.moniliforme ROTHにおいてすでに報告してい

る結果と同じであった。

造果器をつける枝について云えば Rhodocortonや Acrochaetiumでは造果器は無柄

かまたは普通の側枝と区別できない短い枝の先端に形成される。また一方， Helminthoc¥a-

diaceae のものでは，造果器は密接に関係のある3~4細胞を伴って 1 列に連らなり，胎原列

ca中ogonialbranchと呼ばれる特別の枝を構成している。しかし，カワモヅク斜のもので

はそのような特別な枝を分化していない。しかし造果器をつける枝の普通の短条校からの

分化の程度が種によって異り，同時に受精毛の形状，褒果の形状大きさともある程度関連

がみられる。

即ち，B. arCtωtum KYLINは，受精毛形成以前の造巣器が短条校の普通の細胞と区別

できない点，普通の短条校に多数の小さい造果器が形成され，受精後に造果器をつける枝

(嚢果の柄)が発達分化する点などから，今回観察した 6種のうちでは巌も原始的な種で

あると考える。次いで， B. moniliforme ROTH， B. v:rgatum SIRODOT， B. gallaei 

SIRODOTの順に造果器をつける枝が短条校から分化した特別の枝となって短くなる。そ

れと並行して受精毛は大きくなり，造果器の数は少くなる傾向がみられる。造果器をつけ

る枝が短くなって造果器(嚢果)が輸生枝そうの中軸近く深く挿入されるに並行して，造

果穏をつける枝の側枝 bracteaも次第に退化し，これまで長く多い側枝によって保護され

ていた褒果はこれに代って短条枝によって包まれるようになっている。一つの輸生校そう

内に形成される褒果の数が少くなるにつれて，造胞糸がよく発達し，より大きな嚢果とよ

り大きな巣胞子が形成される傾向もみられる。

また，B. vagum (ROTH) Ac. では球状の褒果ではなく，糸状に伸長する造胞糸がま

れにみられたが，これは球状の嚢果をつくらず中軸上をはう糸状の造胞糸を形成するユタ

カカワモヅク属との関連が考えられ興味がある。さらにこの傾向は，受精後造胞糸が皮層

内部に長く伸び小さな果胞子の涜をつくる Dermonemaとの類似も考えられるが， この

2つの属の関連を考えるには少々飛躍があるようである。
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Summary 

The development of the carposporophytes of five 5戸ciesof Batrachoゅermum (B. 

arcuatum KYLIN， B. moniliforme ROTH， B. virgatum SIRODOT， B. vagum(ROTH) 

AG.， B. gallaei SIRODOT) and Sirodotia suecica KYLIN was surveyed. A tendency 

is found that the carpogonia become larger in their sizes and decrease in their numbers 

in a whor¥泊 proportionto the fact that the carpogonia bearing branches become shorter 

and differentiate. Another tendency to posses long gonomoblast threads as likely as 

Sirodotia suecica KYLIN is found in B. vagum ROTH. With the comparison of the 

differentiation of the carpogonia姐 dcarpogonia bearing br釦 .ches from the laterals of 

the whor¥， it may be considered that Batrachoゆermumarcuatum KYLIN is the most 

primitive， B. moniliforme ROTH is intermediate， B. virgatum依UETZ.)SIRODOT 

and B. gallaei SIRODOT are the most differentiated among five species examined. 
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本邦南海産クジャクノハネモ属

植物二種について

糸 野 洋*

H. ITONO On the two species of Genus Acrothamni・'onfrom southem Japan 
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ACl・'othamnion属は1892年J.AGARDHによって設立されて以来現在までに A.preissii

(S01'DER) WOLLASTON， A. butleriae (COLLI1'S)KYLIN及び A.arcuatum WOLL-

ASTO:-Jの三種が知られている。本邦に於ては A.preissii (A. pulchellumとして〉が白

浜 (TOKIDAand INABAl))および和具 (INAGAKI均等でヒラクサの藻体上に生育する事

が知られている。さらに筆者の調査により種子島でヒラクサの藻体上に，佐多岬ではチヤ

シオグサの藻体上に生育している事が確認された。また筆者は1967年奄美群島最南端の与

論島に於て採集したユカリの藻体上に A.butleriaeと思われるものを発見した。

A.p月 issiiの四分胞子体及ぴ与論島で採集した日本新産種と思われる A.butleriaeの

二種について報告する。

本文に入る前に本研究に有益な助言と援助をいただいた鹿児島大学回中剛博士に深く感

謝する。

Acrothamnion preI8sii(SONDER)W OLLASTON本種の同定は主としてWOLLASTON3)

によった。本種の S抑0閣目yms と考えるものに Cω'alμli伐f抱tha押m仰~材;双沼川niω0仰njρ~r，吋ûωs符siμSONDER An肋れ，t幼h-
amnion p何何n官悦is.お'si“iDe TONI Callitha1 
ellルum唱 (HARVEYη)J. AGARDH. Antithamnion te門ninaleINAGAKIがある。植物体は

鮮紅色，繊細にして1.5-2.0cm高い;主枝は筒旬し，主枝の各細胞の下側より数本の仮根

を出し他物に付着する。仮根の直径は約18μ，通常分校する事なく，先端で数本に分枝し

掌状又は盤状を成す。主枝の直径約50μ 太く，その細胞は直径の約4倍長い。側技の各細

胞の上部側面より対生する羽枝を出し，羽枝の基部細胞は約21μ 広く151'長い長方形，羽

枝は9-12個細胞程度長い。羽枝の先端には腺細胞を有し，腺細胞は澄黄色，約21x15ρ 大

きい。全ての羽枝は上方に湾曲する。これら一対の羽枝に対して直角に他の羽校が1-2本

形成されるがこの羽枝は前記の羽校に比較して小さく禾発育のままで生育が止まる。羽帳

は5-8個細胞長い小羽枝を対生し，一般に側枝の下部にある羽枝よりも上部にある羽枝程

小羽校を多く有する。四分胞子裂は羽枝の基部細胞の上側が指状に突起を出し，その上に

ホ鹿児島大学水産学部樋物教室(鹿児島市下荒田町47ゆ)

The Bulletin of Japanese Society of Phycology， VoI.XVIII.No.3，121-126，Dec.1970 
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Fig. 1 Acrothamnion p開 issii(SONDER) WOLLASTON 

Axial cel¥ bearing whorl of opposite two major branchlets and one minor branchlet. 

x177 

形成される。十字状に分割U，球形又は楕円形， 66-69 x 57-63μ 大きい。精子器，雌性生

殖器は不明。

和名:クジャクノハネモ
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産地・・鹿児島県種子島， 19ω年8月採集。

(標本は鹿児島大学水産学音階物学教室に保管， No.19701) 

筆者が観察に用いた種子島震の標本では四分胞子裂を有する個体が数個体見られた。本

種の四分胞子裂については TOKIDAand INABAl)がオーストラリア産の標本について，

INAGAK仰が本邦和具産の標本 (Antithamnionterminaleとして〉についてそれぞれ記

載しているが筆者の観察結果とは幾分異なっている。筆者の標本では四分胞子愛は羽枝の

基部細胞の上側(Adaxialside) より形成された指状突起より作られ， 乙の指状突起は羽

枝の基部細胞より切り離される事はない。乙の事はWOLLA訂 ON3)が用いたオーストラリ

ア産の標本の記載と一致する。しかるに TOKIDAar叫 INABAl)の用いたオーストラリア

産の標本 (Alg.Austr. Exsicc. No.539D)では四分胞子裂は羽枝の基部細胞の上側に直接

形成され，四分胞子袋は無柄とあるだけで基部細胞の指状突起に形成される事については

記載がなく，またその図σig.11)から判断する事も出来ない。この事について WOLLAS

TON3)は TOKIDAand INABAl)の用いたオーストヲリア産の標本は同女史の用いた標本

の観察結果とは異なっていることから TOKIDAand INABAl)の用いた標本は A.preissii

とは別種ではないかと憶測している。また四分胞子裂を有する羽枝は四分胞子嚢を保護す

るかの様に四分胞子褒を臨む様に幾分屈

曲すると TOKIDAand INADAl)は記載

しているが筆者の用いた種子島産の標本

ではこのような事は全く認められない。

また， L"IAGAKIのは Antithamnion

terminaleの四分胞子褒について記載と

共に図を与えているが，四分胞子裂は羽

枝の基部細胞の上側(Adaxialside)に形

成された→困細胞より成る柄の上に 1-

2個形成されている。四分胞子褒が 1個

の基部細胞より 2個形成される事は極め

て稀に認められるが四分胞子褒を有する

突起が羽枝の基部細胞より切り離された

ものについは筆者の知る限りでは全く Fig. 2 Acrothamnion preissii (SOXDER) 

知られていない。いずれにせよ TOKIDA WOLLASTON 

and INABAl)及び INAGAKJ2)の用いた標 Tetrasporangia borne on upward 

本の四分胞子裂の形成過程及びその形態 protrusions of basa¥ cells of pinnae 

については今後の研究を待って検討した (minor pinnae are not figured). 

1r'o x 257 

Acrothamnion butleriae(COLLINS)KYLIN本積の同定は主として KYLIN8)によっ

た。本種の Synonymsと考えるものに Antithamnionbut/eriae COLLINS仰のがある。
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植物体は暗紫色，繊細. 21J11J1程度高い。主枝は節句し，主枝の各細胞の下側より 1本宛

の仮根を出し他物に付着する。仮根は9-12μ 太く，分校する事なく，その先端は盤状又は

準状に分校する。主枝の直径30-40μ，その細胞は上側より仮根に対して対生する様に側

枝を形成し.iJliJ枝の基部の直径は主枝の直径とほぼ同じである。側枝の各細胞の上部側面

より対生する羽枝を形威し，羽枝は5-9個細胞程度長い。羽枝の先端には腺細胞を通常形

Fig. 3 Acrothamnion butleriae (COLLINS) KYLIN 

A. apical p町 tof the plant. x 300 
B. middle part of the plant. x 210 
C. apical part of pinna showing single gland cell and branched apical pinnula. X 325 
D. lower part of the plant. X 210 
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成し，稀に腺細胞を有しないものがある。腺細胞は黄緑色，卵円形で15x12μ 大きい。羽

枝の基部は18-21μ太く，基部細胞は長方形， 12-15 X 6-121/大きい。羽枝は2-5個細胞よ

り成る小羽枝を対生する。一般に側枝の中部より上にある羽枝程小羽枝の数は多く，側

枝の下部のものは通常羽枝の最先端細胞より形成された一対の小羽枝を有するのみであ

る。小羽枝の先端細胞は尖っておる。小羽校は一般に分枝しないが極めて稀に羽枝の下側

(Adaxial side)最先端部にある小羽枝に限って1-2細胞よりなる枝を有する事がある。

生殖器は不明。

和名:ヒメクジャクノハネモ(新称)

産地:鹿児島県与論島， 1967年8月採集。水深10m付近に生育するユカリの藻体上に

Antithamnion percu庁 'ensと共に生育。(標本は鹿児島大学水産学部植物学

教室に保管， No. 19702) 

分布:Jarnaica， Barbados. 

本種は体制が簡単で Acrothamnion属の中では最も下等な音l瀬に属すると思われる。

特に側枝の各細胞より対生する一対の羽枝を形成する事及び腺細胞を羽枝の先端部に有し

ないものがある事等は本種が Antithamnion 属に最も近い関係にある種である事を思わ

せる。

Summary 

Two southern Japanese species of genus Acrothamnion (Cerarniaceae) are described. 

They are A. preissii (SONDER) WOLLASTON and A. butleriae (COLLlNS) KYLlN. 

The several tetrasporangia-bearing specimens of A.preissii， that were found as an 

epiphyte on Beckerella subcostatum (OKAMURA) KYLlN， were collected from Taneg-

ashima， southern Japan. The tetrasporangia are always formed on. the thumb-like 

protrusions of the basal most cell of the pinnae. This finding agree quite well with 

wollaston's descriptions and figures on the specimens from southern Australia， but it 

differs from Tokida and Inaba's description and figure on the Harvey's specimens 

(Alg. Austr_ Exsicc. No_ 5391方.Furthermore， Inagaki made a descriptive study of 

the tetrasporangia of Antithamnion terminale， which was treated later as S}・nonyrnous

with Acrothamnion pulchellum. A critical observation by the present writer showed 

that the tetrasporangia of Inagaki's material are pedicellated and the pedicells are entirely 

cut off from the basal cell. Thus the present southern Japanese specirnen differ to a 

large extent from his observations. 

A. butleriae (COLLlNS) KYLlN is new to the Japanese water and also it might 

have never been described from the Pacifjc areas. The present southern Japanese 

rnaterial is growing as an epiphyte on the margins of the frond of Plocamium telfairiae 

associated with Antithamnion percu庁 'ensin the lagoon of the north end of Yoron Island_ 
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糸野:ヒラシオグサ腐植物二種

本邦南海産ヒラシオグサ

属植物二種について

糸 野 洋*

H. ITONO On the two species of genus Willeella of southern Japan 

12T 

緑藻類ウキオリツウ税のヒラジオグサ属は BORGESENl)によって設立されて以来現在

までに 3種が報告された。 W. ordinata BORGESEN， W. japonica YAMAOA et 

SEGAWA及び W.mexicana DA WSONの3種である。 しかし W.mexicanaはその

後 DAWSON2)によって Cladophoropsis? robusta SETCHELL & GARONERとされた

為現在は W.ordinata及び W.japonicaの2種が知られているにすき・ない。

W.ordinataはインド及び南アフリカより， 又 W.japoni・caは伊豆神津島，下回等

から報告されているがこれら 2種は南日本海域にも蔵する事が確認された。

本文に入る前に，本研究に対し懇切な御指導と御稿閲を賜った鹿児島大学水産学部田中

剛博土に深く感謝致します。

Willeella ordinata BORGESEN 

本種の同定は主として BORGESENI)， PAPENFUSS & EGER003)， CHIHARA4)によっ

た。

藻体は約2C1J1高く，黄緑色，体は糸状根によって他物に附着する。藻体は殆ど一様な円

柱状細胞より成り，枝の頂端細胞のみ幾分先端が尖る。校は全て同一平面に生じ，校端は

互に癒着することはない。分校は各細胞の上端部側面より分離的に形成され，最初則規正

しい対生であるが，後に放射状となる部分もある。小枝は通常2個細胞より成り，まれに

1個細胞より成る。主軸細胞は121μ まで太く，直径の 8倍まで長い。小枝の細胞は66μ太

く，直径の約4倍長い。頂細胞の分裂により伸長し，介生分裂もまれに起る。無数のほぼ

球形で直径3-6μ のピレノイドを有す。

和名:ナンカイヒラシオグザ(新称)

産地:鹿児島県大島郡竜郷村。 1963年8月採集。 No.19703 

標本は鹿児島大学教授問中剛のドレッヂ採集による。

分布:インド，南アフリカ

*鹿児島大学水産学部植物教室(鹿児島市下荒岡町470)

The Bul¥etin of Japanese Society of Phycology， VoI. XVIII. No.3，127-130， Dec. 1970 
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南日本産の標本は BORGESENl)のイ

ンド産の標本の記載とほぼ一致する。し

かし BORGESENl)は藻体の成長は頂端

成長による事を述べているが筆者の観察

した南日本産の標本では藻体の成長は頂

端成長と供に介生成長による事が観察さ

れた。藻体の成長形成については筆者の

観察と同じ事がすでに PAPENFUSS & 

EGEROD3)によって報告されている。さら

に BORGESENl)は側枝は通常 1個細胞

より構成され，稀に数個細胞によって構

成される事を述べているが南日本産の標

本では通常2個細胞より構成される。

南日本産の標本では詳細な部分で

BoRGESENl)の原記載と幾分異なってい

るが細胞の形，大きさ，分校方法等種々

の一致が見られ南日本産の標本を W. 

ordinata B::>RGESENと同定した。
Fig. 1 Willeella ordinata BORGESEN， 

showing part of frond. x17.3 

Willeella japonica YAMADA et SEGAWA 

本種の同定は主として SEGAWA6)，CHIHARA4)によった。

藻体は約1cmまで高く，鮮緑色。枝は同一平面上に配列し，校の先端は互に癒着する事

はない。主軸のほぼ全ての細胞の上端側面より対称的に対生する枝を形成し，後放射状と

なる。枝の一部が著しく伸長し不相称となる。主軸細胞は直径 110-132μ，直径の4-4.6

倍長く;枝の先端附近の細胞は略々直径と長さが等しい。枝の最先端細胞は通常卵形，鋭

尖形，厚い細胞膜を被むり，約100μ長く， 51μ広い。多数の略々球形，直径3-6/1のピレ

ノイドを有す。

和名:ヒラシオグサ

産地:鹿児島県佐多町ピロー島神水深39mよりドレッヂ採集した無節石灰漠上に生育。

1969年11月19日採集。 No.19704 

分布:伊豆神津島 (SEGAWAd)，1938 : 133) 

伊直下回神 (CHIHARA4)，1965: 355) 

本種は SEGAWAめによって伊豆神津島より新種として報告されて以来 CHIHARA4)に

よる生活史及び形態についての詳細な報告がある。いずれの報告も伊豆周辺のものについ

て行なったもので他の産地からの報告はなされていない。筆者は鹿児島県佐多町ピロー島
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Fig. 2 Willeella japonica YAMADA et 

S!;:GAWA， showing part of frond. x 25 

j中で採集した無節石灰務上に多数のヒラ

シオグサを観察した。

鹿児島県産の標本と SEGAWAめの記

載とを比較してみるとその形態はよく一

致するが，大きさの点で SEGAWA5)は

藻体が5C1/lに及ぶ事を述べているが筆者

の採集した標本は 1C1/l1こも満たない小さ

なものであった。筆者の採集したものが

幼体である為に小さいのか，成体でも小

型であるのかは今後の調査によって決定

したい。

Summary 

Two species of Genus Willeella (Anadyomenaceae) from southern Japan are described. 

They are W. ordinata BORGESEN and 切に japonicaYAMADA et SEGAWA. 

A single specimen of W. ordinata was collected from Tatsugo， Amami Island， of 

which the author found out that its external features coincided with BORGESEN'S 

descriptions and illustrations of the specimens from the presidency of Bombay. 

Several specimens of W. japonica， the distribution of which is restricted only around 

lzu， were collected from Birou Island near Satamisaki， Kagoshima prefecture. The 

southern Japanese specimen of W. japonica were found as an epiphyte on calcareous 

red alga and their size is much smaller in comparison with the type description of 

SEGAWA. 
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北海道淡水産緑藻ヒピミドロ科の 3種について十

芳 賀 卓*

M. HAGA : On three freshwater species of Ulotrichaceae from Hokkaido. 

我国で未だ報告がないかあるいは充分に記載のなされていないヒピミドロ科植物のうち

で北海道淡水産の 3種についての観察結果を報告する。採集した材料は生体のまま，ある

いは約4%フォ/レマリン固定のものをそのまま，または適宜染色して検鏡した。

1. BあBi正.

本種の同定は主として PR則INTZlリ}と RAMANATHAN2幻司と BOURRELLy3幻}によつた。本

種の Synonymsと考えられるものに Gloeotilatectorum KUETZ.， B日間cleari・atatγana 

WITTROCKがある。 AKIYAMA4)は後者の名を採っている。

藻体は浮遊性，または付着性，単列の細胞よりなる糸状体である。基物への付着は 1個

の基部細胞により行なわれる。細胞は円筒形で長さ5-24tt，巾4.3-9.2ー (12)Jl，長さは

巾の(ちも一)1-5倍。細胞膜は無色，しばしば粘質化し，厚いものでは2-3層ないし数層の

層状構造が認められる。一般に側膜部分は比較的うすく1-3μ， 隔壁部分では32μ にも達

する場合がある。この隔壁部分の甚しく肥厚することは本属の大きな特徴である。糸状体

の多くはその先端に半球形，淡褐色の殻様物をつける。細胞内の原形質体は短円筒形ない

し楕円体形， 1個またはしばしば2個づっ，隔膜部分によってほぼ等間隔にへだてられる。

細胞内には1個の葉緑体と数個の微細な頼粒が含まれる。葉緑体の長さは原形質体の長さ

の%ないしほぼその全長に達し，板状側壁性でピνノイドを欠く。

採集地:知床半島ラウス湖付近のミズゴケ湿原に接した小沼(約40x25m') 0 (VII-16， 

1965，水温14SC(水深20cm)， pH 5.2)。付着するものの多くは浅い水中の Stigonema

sp.の藻体上にあった。分布:島根県，世界各地。

細胞分裂のさかんな若い藻体において，隔膜がうすいことはすでに BOURRELLy3)， 

SKUJAd)により示されている。このような藻体は外見上 Ulothrixによく似ている(Figs.

6， 9)。しかし細胞分裂のさかんな糸状体，またはその一部では側壁部分の構造にいくつか

の変異がみられた。すなわち，特に若い藻体で，隔膜部分とともにほとんど均質か (Fig.

6)，ないしは幾らか水儀化した粘質構造を示すもの σig. 9b).仰l膜部分の外側が膨潤し

て層状に見えるもの(Fig.5a， 5b)，あるいは外側の側膜が二分して上下に別れて見えるも

T北海道産淡水藻類ノート 1 

*北海道大学理学部植物学教室(札幌市北十条西八丁目)

The Bulletin of Japanese Society of Phy∞logy， Vol. XVIIl. No. 3，131-136， Dec. 1970 
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3 "，. ーー :4-9
10JJ 
ームーー:1-3，10 

Explanation of Figures 

Figs. 1-3. Planctonema lauteめorniSCHMIDLE. (x1000) 

2. Bicellular fragment. 3. Filament with dividing cells. 

Figs. 4-9. Binuclearia tectorum 侭UETZING)BEGER. (x700) 

Y 

4. Showir司~ thickening and stratification of cross cell-wall. 5a， b， c. Showing ex伊 nsion
of lateral wall. 5d. Empty sporangial ce¥lsの. 6. Young fi1ament whose wall is 
rather thin and not stratified， with a hemispherical cap-like structure at the apex， 
and a poorly developed discoidal base. 7. Filament with well developed cross wa¥l. 
8. Portion of a fi1ament with so-ca¥led H-pieces of ce¥l.wall. 9a. Showing a basal 

ce¥l functioning only as holdfast. 9b. Liquefying wall of terminal cells. 
Fig. 10. Portion of a filament of Gloeotila tuてfosaSKUJA. (x1000) 



芳賀:北海道産ヒピミドロ税3種 133 

の(H字状構造:Fig.めがある。極めて厚い隔壁部分のみを有する藻体と，うすい隔膜部

分のみを有する藻体がともに少なからず同一サンプル中に見曲されることは，速やかな

分裂生長と，その休止および厚い隔膜形成がほぼ同様の環境条件下で起り得ることを示

唆しており，春から夏にかけての分裂生長と秋から冬にかけてのその休止という考え方

(SKUJAD))が一般化されるかどうか，再考の余地があると思われる。

本種の生殖は糸状体の不定切断と再生長によるほか，アキネートの形成が知られている。

また WICHMANNにより 4鞭毛を有する遊定子が見出されているが，再確認された記録は

SMITHのが無柄の発芽体の存在から遊走子形成の可能性を指摘した以外に見当らない。本

初料によってアキネートも遊定子も観察できなかったが，なんらかの形での胞子形成があ

るらしい乙とは，内容のぬけた空の糸状体が観察されることから推測される(Fig.5の。ま

た付着糸状体の先端をおおう殻様物は BOURRELLy3)σ1. 42， Figs. 4，5) の図にみられ

る遊走子が発芽して生じた2細胞体と若い糸状体の頂部をおおうキャップ様のものとによ

く似ている。この殻織物はうすい褐色をしており，細胞膜部分とは異質のものであるうと

考えられる(Figs6丸9b)。これらのことから， 乙の殻織物は発芽以前の胞子， それも厚

膜の胞子に由来すると考えるのが妥当と思われる。

この藻の付韻書としては基部細胞緩着面の細胞膜が粕質化して幾分盤状にひろがるもの

(Figs. 5a，7)が多かったが，極端な場合には盤状部分の発達がほとんどないもの σig.6) 

反対に細胞膜および内容とも変形して付期普の機能だけを果しているようにみえるもの

σig. 9a)もみられた。

本種のピνノイドは一般に観察しにくいものとされており，本材料でも確認できなかっ

た。

PRINTZl)によれば本種は酸性，腐植栄養，および低温を好み， 中部ヨーロ、yパでは主

として春と秋に出現するといい，以前には典型的な山地性藻類で平地では氷河期の遺存種

と考えられていたが，最近では低地の高層湿原からも見出されるという。

2. Gloeotila turfosa SKUJA (Fig. 10) 

本種の同定は主として SKUJA6)，BOURRELLy7)， PRINTZl)によった。本種の Synonym

と考えられるものに Geminellaturfosa(SKUJA) RAMANATHANがある。属，種ともに

日本新産である。

藻体は浮遊性，多くは10細胞未満の単列1:2ドの糸状体である。たがいに隣接する細胞の

境界部分に極めてわずかのくびれを有し，糸状体の両末端はまるい。細胞は細長い円筒形で，

長さ17.5-38.6μ，幅1. 8-2.6μ，長さは幅のか16~ー (20)倍。細胞膜はうすく，平滑，無色。

細胞内には1個の葉緑体と極めて微小な2，3の額粒があり，生時には中央部に核を認める

こともある。葉緑体はリボン状，側壁性で，らせん状!こ1弘一2~まき， ピνノイドを欠く。

分布:スエーデン，フランス。

採集地:江別市野幌泥炭地排水溝(V-24，1967，水温160，PH 5.6-5.8) 

細胞内にはヨード・ヨードカリで染色されるものがないので澱粉は形成されないと考え
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られるが， SKUJA5)， BOURRELLy7)も同じ結果を報告している。本種の増殖は糸状体の

不定切断と再成長によるのみであり，他の方法は知られていない。

Gゐeotila属は世界に広く分布する属とされているが，本邦での報告はまだない。乙の

属に含まれる種は PRJNTZ1)によれば12種あり，すべて浮遊性で，細胞内には1個の

側壁性板状ないしらせんをなすリポン状の葉緑体をもち，ピVノイドを欠く。増殖は糸状

体の不定切断によるほか，ある種では2鞭毛の遊走子形• .Q!i;が知られている。アキネートに

ついては未だ報告がない。系続的には Hormidium， Geminella， Ulothrix，お よ び

Stichococcusに近いと考えられている。しかしこれらの腐の内部にも，また属聞にも混乱

があり，分類学的に多くの問題が残されている。

3. Planctonema lauterborni SCHMJDLE (Figs. 1-3.) 

本糧の同定は主として SCHMJDLE8)，PASCHEk9)， SK{]JA6)， BOURRELLy7)によった。

本種の Synon;戸nと考えられるものに Psephonemaaenigmaticum SKUJAがある。属，

種ともに日本新産である。

藻体は浮遊性，単列の細胞よりなる短い糸状体である。細胞は楕円体形，長さ(5-)7-9μ，

幅2.8-3μ，細胞は無色透明均質な寒天質中にほぼ等間隔に存在する。細胞膜は無色，細胞

両円端部分においてやや厚く，側j膜部分ではうすい。核は細胞中央部に扇心的に存在する。

葉緑体は1個，板状側壁性で，中央部に1個の円盤状のピνノイドを含む。ピVノイドは

しばしば不明瞭である。細胞両端部分に(ト)2-3(-4)個の頼粒が存在し，しばしば空胞状

構造の中に含まれる。油精，澱粉濫は認められない。

分布:ドイツ，スエーデン，フランス，中国。

採集地:綱走トーフツ湖厳奥部(VII-I0，1967.水温190，pH8.2; X-28， 1968.水温70，

pH 7.3) 

本種において，粘質鞘，ピνノイド，澱粉，および細胞簡を充填する寒天質などについ

て従来の報告の中にも若干の差異がみられる。特に前2者の有無に着目して BOURRELLy7) 

はこの種を3つの分類学的単位にわけで考えた。それによると次のようである。 (1)SCHMI 

DLEの Planctonema:粕質鞘，ピVノイドとともになし。 (2)SKUJAのそれ:粘質鞘な

し，ピレノイドあり。(扮 BOURRELLYのそれ:粘質翰あり，ピνノイドなし。

私の得たサンフ勺レでは墨汁にマウントしでも輸の認められるものは皆無であり，またピ

νノイドは生きた材料においてよく確認することができた。ピνノイドはヨードによっ

て顕著に染色されないので，ここでは経験的に知り得ている他のヒピミドロ税のものの

ピレノイドに酷似したオノレガネヲをピνノイドと判断した。これらのことから私の材料は

SKUJAのものに最も近いと恩われる。

しかしながら本材料においても他の報告と異なる点を若干見出すことができる。細胞間

を充填する寒天質部分について SCHMJDLE8)の原記載には「みかけ上空のスペース」と

述べているように本材料においても層状構造あるいは境界を認める乙とは全くできなかっ

た。これに反して SKUJA5)はわずかながらその両者を，また B:mRRELLy7)は明らかに
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後者を図示している。さらに細胞両端部に含まれる頼粒の数は従来のすべての報告におい

て1個と記されているが，本材料では2-3個が普通であり 1個の場合でも複数のものが

癒合した形をとっていた。ただし固定材料ではこの頼粒を確認することは極めて困難であ

る。澱粉については BOURRELLy7)のみがその存在を報告しており， 本材料では全く検

出できなかった。 BOURRELLy7)は SCHMIDLEの記載は不完全であるとして，自己のも

のを SCHMIDLEのものに含め， SKUJAのものは別種または変種とすべきであると考え

ている。しかし本額に関する報告は未だ少く，また得られた知見についても不一致がみら

れるので，現状ではこれまで報告されたすべてを 1種としておく方がよいと思われる。

本属は現在のところ 1属1種であり，当初はSCHMIDLEにより不等毛類(Heterokonten)

に入るものと考えられたが，その後その所属は疑問視され，近年では Ulothrixや Binuc

leariaに近いものと考えられている。

本属の増殖は糸状体の不定切断と再生長のみが知られている。

終るにあたりいつもと指導をいただいている北海道大学理学部植物学教室の黒木宗尚教

授に感謝します。また採集に協力して下さった同教室の西浜雄二，渡辺真之，庵谷晃，青

井孝夫の諸君におネしを申上げます。

Summary 

Three freshwater species of Ulotrichaceae， Binuc/earia tectorum侭むTZ.) BEGER， 

Gloeotila tuてfosa SKUJA， and Planctonema lauterborni SCHMIDLE col1ected from 

Hokkaido in Japan are described in this paper. The latter two are newly found species 

and genera in Japan. Referring to P. lauterborni SCHMIDLE， in which three groups 

have been reported， the material described here is much simi1ar to SKUJA's from 

Sweden with respect to the presence of pyrenoids and polar thickenings of cel1-wal1 and 

the absence of both starch and gelatinous sheaths. 
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新 著 紹 介

在 槍 誤編著

「水産植物学」

(創師重慶南路1段崎，台湾中華書局E日行。¥

中華民国59年(1970年)元月初版。 213pp64元 / 

1970年3月シンガポール，タイ固に海外出張した帰途台湾を三たび訪れた。約10日間滞

在した機会に喬庖をまわって，本を手に入れたいと思った。台北市中央書后街の中華書局

に新刊案内のタテ看板があったので，早速買ったのが本書である。中国語で4篤からなっ

ている。まず上篇は概論で水産植物の構造，生殖，生理，生態，分布が書かれている。中

篇は下等水産植物の分類で，分裂藻類，鞭毛濠類，豊里綾藻類，磁藻類，接合藻類が，下篇

は高等水産植物の分類で，緑藻類，褐藻類，紅藻類がそれぞれ記述されている。末篇は経

済水産植物で，藍藻，緑藻，褐務，紅藻にわたり初節をもうけて詳述してある。大学生お

よび研究者用の専門書であるが，記述内容は通論的である。しかし中華民国では水産植物

学として珍しい本である。筆者が興味をもってる生態のところでは，光線，底質，温度，

塩分，棲息地帯，海中森林，適応のことが書かれている。分布のところは簡単で，太平洋

沿岸の海藻分布について岡村博士の論文を引用している。海覇軍群落のことは全くない。末

篇はかなりくわしく，藻類の利用で，分布，食用，医薬用等の用途も詳しく脅かれている

のは，さすが戦時態勢の中華民国だと思った。なお編著者の狂槍浜氏は現在基隆市にある

海洋学院(単斜大学)図書館長として活躍されていることをつけ加えておく。

(谷口森俊一三重県立大学水産学部生物学教室)
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北海道産緑色鞭毛藻類↑

庵 谷 晃牢

T. IORIYA Notes on some species of Chloromonadophyceae from Hokkaido， Japan. 

緑色縦毛藻類は，世界で今までにおよそ10属30種が記載されてはいるが，稀産であるた

めに報告は少ない。特に本邦ではHADAl)の報告があるだけである。私は北海道の池沼か

ら3属4種の緑色鞭毛藻類を見いだしたので報告する。穏を進めるに当り，御指導をたま

わっている当教室の黒木宗尚教授に深く感謝いたします。また釧路方面の採集に際して実

験室を使用させて下さった北海道教育大学郵n路分校の田中瑞穂教授ならびに採集その他に

多大の便宜をはかつて下さった北海道大学農学部附属植物園の辻井達一博士に心から感謝

いたします。また，採集その他に協力下さった当教室の芳賀卓，西浜雄二，渡辺真之，青

井孝夫の諸兄に心からお私申し上げます。

棲息地と採集及び観察方法

この類は泥炭地や水コeケ湿原の小紹に産する。水深は5-80C/IIで腐植栄養的傾向をもって

いて底に厚くユッチャ (Gyttja)の層がある沼に多い。棲息地のpHは 5.8-7であった。一

般に tμhopla北tonとして生活しているので，プヲンクトンネットによる採集は有効では

なく，底部を大形のピペヅトで吸い取った方が得られやすい。 HADAl)によれば池沼の底

層部の溶存酸素が非常に少ないところから採集できたという。乙の仲間は一般に固定する

と同定が困難なので生体を観察しなければならない。内部構造，鞭毛や個体の運動などの

観贋には位相差顕微鏡の negativec加 trastが有効であった。

1. Vacuolaria virescens CIENKOWSKI (Figs. 18， lb) 

本種の同定は主として PASCHER2)，SKUJA3)， SKUJA4)1こょった。

細胞は卵形，わずかに扇平で，短いかすかな溝が前部にあり，背腹構造を示している。

核は球形に近い楕円形をなし中心部にある。前部に円錐形の貯蔵胞があり，体の前端で外

部に向って関口している。貯蔵胞に隣接して顕著に収縮する収縮胞がある。色素体は鮮緑

色，薄い長楕円形の盤状で，多数が体表面にそって分布している。体表面に光屈折額粒

(refractive granules)が多数ある。周皮は柔かく時にユーグレナ運動を行なう。鞭毛は2

本，不等長で貯蔵胞の関口部から体外に出ており，前方を向いている遊泳鞭毛(sw加ming

f1agellum)は体長と同じくらいの長さであるが，曳航鞭毛(廿ailingf1a伊lIum)は体長よ

りやや短い。細胞の長さは40-65.t!， 巾は25-35μ である。

T北海道産淡水藻類ノ{ト 2 
*北海道大学理学部植物学教室(札幌市北十条西八丁目)
The Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vol. XVIII.No.3， 137-141，Dec. 1970 
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2a 

2b 

4b 

3 

C 
Figs. 1a， 1b. Vacuolariaりかescens(x 540). 1a. Fronl the ventral surface. 1b. 

Optic.温1transverse section. 2a， 2b. Vacuolaria sp. (x 600) 2a. From the 
side surface. 2b. From the anterior end. 3. Gonyostomum se脚 n(X54の
From the ventral surface. 4a， 4b. Merotrichia capitata (x600) 4a. 
From the side surface. 4b. Optical transverse section. 

採集地:郵11路，オンネナイ水コ・ヶ湿原(1968-VII，1969-VII) ;サロベツ原野，海岸砂丘

林内の沼(1969-羽);網走，ニクノレ沼(1969-VII) .との種は本邦でも報告されているが，そ

の採集地は不明である。外国での分布を見てもよく現れる種のようである。

2. Vacuolaria sp. (Figs. 2a， 2b) 
細胞は長倒卵形，短いかすかな溝が前部にあり，背腹構造を示している。核は少しゆが

んだ球形で中心部にある。前部に円筒形の貯蔵胞があり，体の前端で外部に向って関口し
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ている。貯蔵胞に隣接して顕著に収縮する収縮胞がある。色素体は鮮緑色，円盤状で，多

数が体表面にそって分布している。体表面に先屈折穎粒が多数ある。周皮は柔かく時にユ

ーグレナ運動を行ない，遊泳していない状態で稀に偽足状の突起を出す。鞭毛は2本，不

等長で貯蔵胞の関口部から体外へ出ている。本種の鞭毛は遊泳鞭毛，曳航鞭毛ともに体長

より少し短い。細胞の長さは50-70μ，巾は13-20μ である。

採集地:札幌，空沼岳中腹の沼(1968-X，xl) ;勇払原野，ウトナイ沼(1969-XI)。

本植物は，細胞が長倒卵形であること，核が球形に近いこと，貯蔵胞が円筒形であるこ

と，体の大きさがやや大きいこと，周皮がより柔かいことで前種と区別できる。また以上

の特徴はこれまでに報告されている Vacuolariaのどの種とも一致しない。 なお，本植

物は Vacuolariaと近縁な Trentonia属の特徴の 1つである偽足状の原形質突起を稀

にではあるが出す点から Trentoniaと関係があるものかも知れない。しかし Trel山 1Zia

にも本植物を同定出来る種はない。おそらく新種であろうと思われる。

一方，Trentonia属をみとめるかどうかという点で次のような 2つの見解がある。

SENN5)はζの属をみとめず 1匂cuolariaに含めていて， DROUET and COHEN6)もこの

立場をとっている。これに対して PASCHER2)，PENARD7)及び FRITSCH8)らは両属を

区別している。また SKUJA3)及び SKVORZOVand NODA9)は両属の中間的な形質をもっ

数種類を V白cuolariaとして報告している。

本植物は周皮が柔かく，偽足状の突起を出すことがあるという点から，Trentonia的傾

向をもつが，両属聞の境界がなお不明確であることから， ここでは一応前記の SEKN等

に従って Vacuolariasp.として報告しておく。

またこの植物では，球形化し寒天質を体のまわりに分泌したシスト状の細胞を観察でき

た。これは SKUJA4)が報告している V.virescensのシストの初期の状態によく似てい

る。しかしながら，これが，ユーグレナ類でもよくみられる死に致る前の球形化した細胞

かどうかは確認できなかった。

3. Gonyostomum semen DIESING (Fig. 3) 

本種の同定は主として PASCHER，DROUET and COHEN6) ; POPOWAlO)， SKUJA3)に

よった。本種の Synonymと考えられるものに Rhaphidomonassemen STEINがあるo

HADAI)はこの名をもちいた。

細胞は普通倒卵形で前端はまるく，後端は細くなっており，いちじるしく扇平で背腹構

造が明らかである。核は長精円体で中心部にある。前部に円錐形の貯蔵胞があり，体の前

方で外部に向って関口している。貯蔵胞に隣接して収縮胞がある。色素体は鮮緑色，薄い

円盤状で多数が体表面にそって分布している。刺胞 (trichocyst)があり，体の前方に多数

が，その他の部分には少数が不規則にちらばって分布し，刺激によって体外へ発射される。

ユーグVナ運動はあまり行なわない。鞭毛は2本，不等長で貯蔵胞の関口部より出ており，

遊泳鞭毛は体長の約1.3倍，曳航鞭毛は体長と同じ位の長さである。細胞の長さは45-70μ，

巾は20-30μ，厚さは10-17μ である。
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採築地:毒111路，オンネナイ水コ・ヶ湿原 (1969-VIl).HADA1)は豊項泥炭地湿原からも報

告している。

この種の刺胞は，はっきり見える個体とかすかにしか見えない個体がある。後者では，

Vacuolariaと一見したところ似ているが，先屈折頼粒の有無，体の扇平度で見分けるこ

とが出来る。

4. Merotrichia capitata SKUJA (Figs. 4a， 4b) 
HUBER-PESTALozzrll) p.89， f.71 ; SKUJA3) p.342， p1.59， f.16-19. 

細胞は卵形，前端，後端ともにわずかに細くなっており，体は少し扇平で，一方に短い

溝があり，背腹構造を示している。桜は長惰円形で中心部にある。前部に球形の貯蔵胞が

あり前端より少し腹側によった部分から外部に関口している。貯蔵胞に隣接して収縮胞が

ある。色素体は鮮緑色，円盤形で多数が体表面にそって分布している。刺胞があり，前部

に多数が密集して，その他の部分には少数が不規則にちらばって分布する。周皮は硬く，

ユーグνナ運動は行なわない。鞭毛は2本不等長で，貯蔵胞の関口部から体外に出ており，

遊泳鞭毛は体長より短く，曳航綴毛は体長と同じくらいの長さである。細胞の長さは35-45

μ，巾は18-25μ厚さは14-25μである。

採集地:銀11路，オンネナイ水ゴケ湿原(1969-VIl)Desmid類 Cryptomonassp.の多

数棲息している小沼から数十個体が採集できた。

種としても属としても本邦新産である。 Gonyostomumとは，鞭毛が前部腹側から体外

に出ていること，刺胞が前方に密集していること，体が比較的に扇平でないζとで区別で

きる。 SKUJA3)は，貯蔵胞は円錐形であると報告しているが，私の観察したものは球形で

あった。 HUBER-PESTALozzrll)が引用している SKUJAの1932年の図では貯蔵胞は球形

である。その他の点では SKUJA3)の記載と一致する。

Summary 

Four species of Chloromonadophyceae， Vacuolaria virescens， Vacuolaria sp.， 

Gonyostomum semen， and Merotrichia capitata were collected from Hokkaido. 

Among these， Vacuolaria sp. is su田:estedto be a new species， Merotrichia capitata 

is a newly found species in ]apan. 
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日本海における飛島の海藻について

野田光蔵*・斉藤邦嘉料

M. NODA and K. SAITO : On the marine algae of Tobishima island in the Ja戸nSea 

飛島は酒田港の北西38伽の神合に位置する小島(島面積2.3km2) であるが，陸上には常

緑i関東樹タプノキ(MachilusthunbergU)が欝蒼と茂り，沿岸一帯も北上する対馬暖流の

影響が強く南方系優勢を示し，生育も佐渡ケ島，粟嶋および対岸の本州本土産のものに民

べて極めて良好なものが多い。そのこ，三を挙げてみると， フサイワヅタ (Caulerpa

okamurai)は佐渡産6-8CIJに対して高さ12-18c摘もあり， 粟嶋，男鹿半島産のものは目立

って緩性で，いじけており，北海道南西の海域にある小島のものと形態を同じくして居る。

また巳ラアオノリ (Enterom'Jrphacompressa)，γワヤハズ(Dictyopterisundulata)も

そうで，ウミウチワ(Padinaarborescens)に至っては佐渡産8-16cm，粟嶋5-7cm，男鹿半

島のものは凡そ5C1/1であるが，飛島産は15-22CIJに達し，生育良好である。その他ハヒミグ

(Codium adhaerens)，オオパ毛ク(Sargassumringgoldianum)，オゴノリ(Gracilaria 

verrucosa) ，ダジアの一種 Dasyacollabens，カギソゾ(Laurenciahamata)などいずれ

もよく成長する。

飛島の海藻については，昭和12年，広橋(.)の海藻目録があり，最近に至り，金森(.)の山

形県及び飛島沿岸産の海藻目録の報告がある。筆者らも日本海々藻の調査の一環として関

心を持ち， 1956-1957年に亘って4，5， 7， 8， 10月の前後11回， 更に1964年3月採集を行

ない，飛島産海藻として171種を同定出来た。その結果41種を追加するようになる。

飛島産海藻誌に新たに追加される海藻

緑藻 (4)

1. Enteromoゅhaclathrata (RoTl王)GREVILLE

2. Enteromoゆhacrinita(ROTH) J.AGARDH 

3. Monostroma arcticum W.ロ'TROCK

4. Derbesia marina (LYNGB.)KJELLMAN 

掲藻 (9)

1. Compsonema intercalare Noda 

本 新潟大学理学部生物学教室〈新潟市五十嵐2の町8050)

紳 国学院高等学校 G東京都渋谷区)

あおのりの一種

あおのりの一種

きたひとえぐさ

ほそっゅのいと

The BulIetin of Japanese Society of Phycology， Vol，XVIII.No.3，142-146， Dec. 1970 
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Sargassum属の体上に着生する微細種で，高さ1-21J1111の糸状体，糸状体は単条で典型的

な Compsonemaと形質を異にし，複子饗介生的に連続し，Pylaiellaや Laptonematella

の形質を保有し，興味ある種類のように思われる。

2. Sphacelaria prostrata TAKAMATSU 

3. Chlanidophora repens OKAMURA ふたえおうぎ

4. Dictyota adhaere胃sNODA いわあみじ

5. Dictyota binghaniae J. AGARDH あみじぐさの一種

日本海沿岸に産するアミヂグサの類は一般に巾狭まく，分肢も叉状の他互生様文状をな

すものなど変異があり，また体が振れ，本種のように縁辺部の皮層が 1-2細胞層をなすも

のがある。多少互生様又状に分枝し，暗褐色を呈し，枝端円頭に終れるものを本種とした。

6. Dictyota flabellata (COLLINS) SETCHELL釦 dGARDNER 

標準型のアミヂグサに類似するも，体の巾狭まく且つ縁辺部の皮層 1-2層をなし，枝端

裁形を呈する。

'7. Dictyota divaricata LAMOUROUX かずのあみじぐさ

本種の同定は小枝の末端部細く，屡々急に細く変移し，枝肢広きを以でした。

8. Dilophus okamurai DAWSON ふくりんあみじ

9. Sargassum sagamianum YENDO var. y8%oense YAMADA えぞのねじもく

紅議。2)

1; Erythrotrichia carnea(DILLWYN)J. AGARDH ほしのいと

2. Goniotrichum alsidii (ZANARD.) HOWE ベにみどろ

3. Acrochaetium catenulatum HOWE 

4. Acrochaetium codicola BORGESEN 

5. Acrochaetium sagroanum仰:ONTAGNE)BORNET 

6. Acrochaetium sancti-thomae BoRGESEN 

7. Calliarthron modestum(YENDO)MANZA やtまずしころ

8. Grateloupia ramosissima OKAMURA すじむかで

9. Plocamium leptophyllum KOTZING var. fle:r:uosum J.AGARDH ほそゆかり

10. Gymnogongrus japonicus SURINGAR おきつのりの一種

11. Champia bぴidaOKAMURA ひらわつなぎそう

12. Callithamnion callophyllidicola YAMADA きぬいとぐさ

13. Callithamnion minuti，旨'simaYAMADA ひなのきぬいとぐさ

14. Ceramium codii (RrCHARDめ FELDMAN-MAZOYER とがりいぎす

15. Ceramium paniculatum OKAMURA はりいぎす

16.争ermothamnionyonakuniensis YAMADA et TANAKA f. fle:r:uosa NODA 

ょなくにくすだまのー型
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"、-， 

第2A[立ICeramiumρaniculatum 

OKAMURA 

第 1 図 Callitha~

第2B ~1 Ce問 miumpanicu!atum 

OKAMURA 

Sat'g，αssumの線状恨に密生し，年間釘ち揚げられる南方系の微細極。南方より花上し，

佐渡ケ島沿岸では標準種と異なり ，直立糸は伸長して四分胞子磁を頂生するなど多種多様

の形態変化が見られる。興味ある事は飛鳥の海岸ではむしろ南海の標準種の形質に戻り，

四分胞子惑を着生する直立糸は緩性である。 そして全体として生育良好である。

17. Wrangelia japonica NODA らんげりあ

18. Dasya collabens HOOKER FIL. et HARVEY だじあのー極

19. Heゆosiphoniasubdisticha OKAMURA くろひめどけ
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3・5tr岨 抽 抽 出

第 3 図

争en1Wthamnion.}棚akuniensisYAMADA et TANAKA f. flexuosa NODA 

(ょなくにくすだまのー型)

20. Laurrmcia intennedia YAMADA くろそぞ

21. Polysiphonia savatieri HARIOT 

22. Polysiphonia yendoi SEGI えんどういとぐさ

藍 藻 (6)

1. Entophysalis conferta恨むTZ.)DROUET & DAILEY 

2. Lyngbya infixa 印刷y

3. Brachytri，巾.ぜ党dた'chi勾iaq卯uoりyiBORNET e坑tFLAHAUL口T あいみどり

4. Calゐot幼hルrな c門問tstace，印aτZ百E町URET おひげも

5. Calothrix parasitica (CHAUV.)THURET 

6. Rivularia atra RcぴrH おっぷりぶらりあ

145 
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Summary 

T. KANAMORI(1965) made a list of marine algae from the c蜘 tof Tobishima Island 

of Yamagata Prefecture. In his paper 146 species of marine algae from Tobishima 

Island are lis旬d，of which 18 species belong to出eChlorophyceae， 39 to the Phaeoph-

yc伺 eand the remaining 89 to the Rhodophyceae. 

As the result of our study some 41 species were newly added to the marine flora of 

this island. Among them are as follows: Enteromoゅhaclathrata.且lonostroma

a出 icum，Derbesia marina， Dictyota adhaerens， D， binghamiae， D. flabellata， 

Dilophus okamurai， Sargassum sagamianum var. yezoense， Acrochaetium catenu-

latum， A. codicola， A. sagreanum， A. sanctιthomae， Callithamnion minutissima， 

C旨ramium codii， C. paniculatum， Spermothamnion yonakuniensis f. flexuosa， 

昂ゅosiphoniasubdisticha， Polysiphonia savatieri， P. yendoi. and some new knowledges 

alωwere obtained from a distributional伊 intof view. 

文 献

1)広橋発 (193η 飛鳥沿岸藻類に就て，荘内惇物学会研究録(2): 1-22. 

一一一一 (193η 布日本海諸島の藻類分布に就いて(予報入植物学雑誌51: 559-573. 

2)金森武 (1965)山形県及ぴ飛島沿岸産の海藻目録。藻類13:55-65. 
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越後粟嶋の海藻

野 田 光 蔵*

M. NODA : on the Marine Algae of Awashima Island in the Japan Sea 

越後粟嶋は新潟港の北方約60胞に位置する小島(島面積9.5k町2)で沿岸は北上する対馬暖

流に洗われて居るが，島の東海岸は本州本土より日本海に注ぐ信濃川や阿賀野川の影響も

• 島

考えられる。小島でありながら島の東西両沿岸では種

類が異なり，また本州本土に面する東海岸は幾分水温

低く，Ulva pertusa， Enteromoψha compressaなど

と共に褐潔特に Sargassumpate河s，S. th側 bergii'

S. micracanthumなど生育良好で，緑，褐，紅藻の

割合を算出してみると， 1 4: 2を示す。乙れに対

して外海に面する西海岸の釜谷では Bangia，POゆh

yra， GratelouPiaなど生育し， また Sargassumと

共に小型の紅藻類 Euzoniellaflaccida (クシノハ)，

Acrosorium flabellatum (ヤレウスパノ引が移しく

波打ち際に潔ょうて居り Griffithsia japonica 

(カザシグサ)も稀に混在する。また Ailtithamnion

ゆarsumTOKIDA (キヌイトヨツガサネ〉が着生する。

乙の地区の海藻の割合は紅藻目立ち 1 一2: 4を示

す。更にその北方のエゾの浜では5月" Undafia 

pinnatifida (ワカメ)， Eckloni・'astolonifera (ツノレア

ラメ)， Asparagopsis hamifera(カギノリ)， PolysiP-

第 1図 粟嶋の地形図 honia notoensis (ノトイトグサ〉などが多く釘ち寄せ

られ Polys砂honiaurceolata， P. mo庁 'owii，P. japonica， Laurencia pinnata， Dasya 

collabensなども多く，またカイフモク (Cystophyllumcae，ψitosum)には無数にヒナネ

パリモ (Leathesiapulvinata)の着生がみられる。緑藻は比較的少なく，それら溜藻の

比は1: 5 : 21を示す。地方系の種類ウスヒトエグサ (Monostromagrevillez)ホッパセ

イヨウハパノリ <..Petaloniazosterifolia)，ノ、バモドキの小型種 (Punctariaflaccida) ， 

Halothrix sadoensis NODAなどは東海岸に見られる。東海岸に褐漠エンドウモク(Sarg-

本新潟大学理学部生物学教室(新潟市五十嵐2の町8050)

The Bul¥etin of Japanese Society of Phycology， VoI.XVIII. No. 3，147-153， Dec.1970 
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第 2陸 Antithammiollsρarsunz. 
TOKlDA 

(キヌイトヨツガサネ)

第 4図 キヌイ トヨ ツガサネ

Antithamniol1 sρarSzt1n 
TOKlDA 

第3図 エンドウモク

Sargassum yel1doi OKAM .et 

YAM. 

assum yendoi Okam. et Yam.) の潔着がみ

られる。

分布上興味ある海部としてヒジキ Hizik叫

んsiforme)が霊長谷f毎岸に若干生していたが，

昭和39年6月16日の新潟地震の際，島全体が

約 1m前後隆起したため絶滅したようであ

る。海上より島周辺の海岸を観察すると，海

面より約 1m前後の高さまで白色の石灰藻の

付着が明i僚に認められる。島周辺の海岸は水

平距離にして約30m前後銀出し以前海岸から

離れていた岩俄など多数陸続きになったとこ

ろが多く見受けられるようになった。有用海

務ワカメの付着水位は 2m以上の所が多いの

で相当数の成主主の露出が見られたが，海底の

状況に余程の変化が生じていない限り資源的

な影響は少なかったように思われた。

粟嶋のf毎務については，昭和12年，広橋{怖}

のj毎務目録並びに分布についての論文があ
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第 5図 新潟地民の|侍に隆起した莱島の潟岸長観

る。筆者は1954年以来，日本海のffjJ磁調査の一環として前後8回ζ のj誌にて採集をなし，

島の沿岸一帯で確め得た海諜は189:ff[{に及んだ。その中には緑言葉19，褐談54，紅藻106，護

藻10種が含まれる。本研究により莱烏産海務誌に追加されるf毎日記として次のものがある。

緑藻 (11)

1. Ulothrix flacca (DILLWYN) THURET ひびみどろ

2. Enteromoゅhacrinita (ROTH) J. AGARDI-I あおのりの_.fi]!

3. lVfonostroma grevillei(THURET) WITTROCK うすひとえぐさ

4. Chaetomorpha area (DILLWYN) KUTZING たるがたじゅずも

5. Cladophora albida KUTZING わたしおぐさ

6. Cl. densa HARVEY あさみどりしおぐさ

7. Cl. japonica YAMADA おおし才dぐさ

8. Cl. rudolphiana (C.AG.) KUTZING たまりしおぐさ

9. Bryopsis hypnoides LAMOUROUX おばなはねも

10. Codium adhaerens (CABRERA) C. AGARDH はいみる

11. Derbesia marina (LYNGB.) KJELLMAN ほそっゅのいと

褐滋 (26)

1. Elachista globosa TAKAMATSU なみまくら

Elachista aus den nordostlichen Honshu， Japan p.165 pl.l7 figs. 1-2 (1938) ; NODA， 

Sp. Phaeophyta fr. Sado Isl. p.27; .E. fucicola OKAM. (non Aresch.) Icon. Jap. Alg.4 

p.49 pl.l63 figs. 1-12. 

2. Halothrix sadof!1Zsis NODA 

3. Sphacelaria prostr，αta TAKAMATSU くろがしらの一軒I
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4. 1¥ゐlrionemacorunnae SAUVAGEAU 

5. Compsonema intercala7'8 NODA 

6. Chlanidophora 7'8Pens OKAMURA ふたえおうぎ

7. Dictyota binghamiae J.AGARDH あみじ々さの一種

8. D. flabellata (Col1ins) SETCHELL四 dGARDNER グ

9. D. indica SONDER 

10. Padina crassa YAMADA 

11.争atoglossum pacifi叩 mYENDO

12. Leathesia pulvinata TAKAMATSU 

13. L. saxicola TAKAMATSU 

14. L.ゅhaeroc，φhalaYAMADA 

15. Eudesme vi7'8scens (CARM.) J. AGARDH 

16. Nemacystus deci;ρims . (SUR.) KUCKUCK 

17. Punctaria /laccida NAGAI 

18. P. latifolia GREVILLE 

19. Petalonia fascia (MむX.i..ER) KUNTZE 

20. P. zosterifolia (REINKE) KUNTZE 

21. Sargassum enef"CIe C. AGARDH 

22. S. hemiphyllum C. AGARDH 

23. S. kjellmanianum YENDO 

24. S. microceratium (TURN.) C. AGARDH 

25. S. turneri YENDO 

26. S. yendoi OKA.MURA et YAMADA 

紅藻 (73)

q 

ζなうみうちわ

乙もんぐさ

ひなねばりも

いわねばりも

ひめねばりも

にせふともずく

もすく

はばもどきの一種

はばもどき

せいようはばのり

ほそばのせいようはばのり

ほんだわら

いそもく

ははきもく

ふしいともく

なのりそ

えんどうもく

1. Bangia fusco仰 f抑制 (DrLLWYN)LYNGBYE うしけのり

2. Erythrocladia subintegra ROSENVINGE いそはなぴ

3. Erythrotrichia carnea (DrLLWYN)J. AGAROH ほしのいと

f. tenuis TANAKA ほそほしのいと

4. E. incrassata TANAKA いそりぼん

5. Goniotrichum alsidii (ZANARO) HOWE ベにみどろ

6. POゅhyraokamurai UEDA くるのり

7. P. palleola NODA さっきのり

8. P. pseudolinearis UEPA 

9. P. yezoensis UEDA 

10. Acrochaetium catenulatum HOWE 

11. A. codicola B5RGESEN 

うつぶるいのり

すさぴのり

微細種あくるけーちいむの一種

。
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12. A.ゐnsum(DREW)PAPENFUSS 微細種あくろけーちいむの一種

目• A. radiatum JAO // 

14. A. sancti-thomae BORGESEN // 

15. A. sag開制抑制:ONTAGNE)BORNET // 

16. Aゅaragopsishamifora (HARIOT)OKAMURA かぎのり

17. Gelidium pusillum (STACKH.)LE JOLIS はいてんぐさ

18. G. vagum OKAMURA よれくさ

19. Pterocladia nana OKAMURA ちゃぽおばくさ

20. P. tenuis OKAMURA おばくさ

21. H.戸losiphoniacae，ゅitosaOKAMURA いそむめもどき

22. Amphiroa crassissima YENDO へりとりかにのて

23. A.φhedraea DECAISINE まおうかにのて

24. Corallina officinalis LINNAEUS さんとも

25. Dormatolithon di坤ar(FOSLIE) FOSLIE のりまきもどき

26. Heter:Jderma sargassi FOSLIE もくごろも

'J:l. Jania nipponica YENDO うらもさすき

28.よ radiataYENDO ひおうぎ

29. Grateloupia ramossima OKAMURA すじむかで

30. Pachymeniopsis lanceolata YAMADA ふだらく

31. Plocamium telfairiae HARVEY ゆかり

32. Caulacanthus okamurai YAMADA いそだんつう

33. Gigartina tenella HARVEY すぎのり

34. Rhodymenia intricata (OKAM.) OKAMURA まさごしばり

35. Lomentaria hakodatensis YENDO ζすじふしつなぎ

36. Antithamnion nipponicum YAMADA et lNAGAKI ふたつがさね

37. A.φarsum TOKIDA 

38. Callithamnion callophyllidicola YAMADA 

39. C. corymbosum LYNGBYE 

きぬいとよつがさね

きぬいとぐさ

40. C. minutissima YAMADA ひなのきぬいとぐさ

41. Campylaephora crassa(OKAM.) NAKAMURA ふといぎす

42. Ceramium japoni・'cumOKAMURA はねいぎす

43. C. kondoi YENDO 乙んどういぎす

44. Crouania attenuata J. AGARDH ょっのさで

45.' Griffithsia heteroclada YAM. et HASEGAWA おくのかざし~さ

46. G. japonica OKAMURA かざしぐさ

47. G. tenuis C. AGARDH けかざしぐさ
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48. Spermothamnion yonakuniensis YAMADA et TANAKA f. flexuosum NODA 

ょなくにくすだまのー型

49. Wrangelia japonica NODA らんげりあ

50. Acrosorium flabellatum YAMADA ゃれうすばのり

51. A. yendoi YAMADA はいうすばのり

52. H.シItoglossumnipρonicum YAMADA ほそながべにはのり

53. Benzai・'teniayenoshimensis YENDO ぺんてんも

54. Dasya collabens HOOKER FIL. et HARVEY だじあのー種

55. D. sessilis YAMADA えなしだじあ

56. Heterosiphonia japonica YENDO いそはぎ

57. H.pulchra (OKAM.) FALKENBERG しまだじあ

58. Chondria expansa OKAMURA もさやなぎ

59. C. tenuissima (G.et W.) C. AGARDH ほそゃなぎのり

60. Euzoniella flacciぬ (HARV)F ALKENBERG くしのは

61. E. ocellata YENDO くしのはもどき

62. He.ηposiphonia terminalis SEGI くものすひめどけ

63. Laurencia capitulぴo門担isYAMADA まるそぞ

64. L. composita YAMADA きくそぞ

65. L. glandulifera KUTZING おおそぞ

66. L. intermedia YAMADA くろそぞ

67. Polysiphonia notoensis SEGI のといとぐさ

68. P. pulvinata J. AGARDH ひないとぐさ

69. P. savatieri HARIOT ひめいとぐさ

70. P. urceolata (DILLWYN) GREVILLE しようじようけのり

71. P. yendoi SEGI えんどういとぐさ

72. Pterosかhoniapennata (ROTH) F ALKENBERG はねぐさ

73. Symphyocladia maπhantioides (HARV.) FALKENBERG 乙ざねも

藍藻(10)

1. Aphanocapsa littoralis HANSGIRG 

2. Entophysalis conferta (KOTZ.) DROUET et DAIL Y 

3. Brachytrichia quoyi BORNET et FLAUHAULT 

4. Calothrix crustacea THURET 

5. C. parasitica (CHAUV.) THURET 

6. Rivularia atra ROTH 

7. I:かdrocoleumlyngbyaceum KUTZING 

8. Lyngbya confervoides C. AGARDH 
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9. Oscillatoria nigro噌 iridisτ'HWAITES
10. Spirulina labyrinthifo門 耳isGoMONT 

なお以上の他に Elachistazosterae sp. nov.， Grateloupia incuπlata sp. nov.の2種

があるが，別の機会に正式発表する事にする。

Summary 

C佃 cerningthe marine floral study of Awashima Island， there is Hirohashi's algal Iist 

includiI唱108species up to this time. The present writer made the investigations 8 tim白

in this island since 1954. As the result， 189 species were identified， which are consist 

of 10 species of Cyanophyta， 19 s戸ciesof Chlorophyta， 54 species of Phaeophyta， and 106 

S戸詑iesof Rhodophyta. In the present paper 120 are Iisted and newly added to the marine 

flora of this island， and醐 nenew knowledges also were obtained fr，αn a distributional 

戸 intof view. 

文 献

1)広 橋 克 (1937)施日本海諸島の諜類分布に就いて(予報〉。植物学雑誌

51 : 539-573。

2)一一一一 (193η 越後葉嶋沿岸の藻類分布に就いて。植物及動物5-(6): 35-45。
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隠岐諸島産の海藻について

萩原 修事・広瀬弘幸*・梶村光男料

O. HAGIHARA， H. HIROSE and M. KAJIMURA:白1 the marine algae of Oki 

Islands of Sh加anePrefecture. 

はじめに

本州及び北海道の日本海沿岸中・北部の海藻フローラに関しては，稲垣1〉，時回・正置2}，

長谷川め，山田久加藤・加藤町金森自)，広橋7)，野間8-17)，斎藤18)，大島19)，本田20)，今

堀21，22，舟橋23)による路較的詳細な報告があり，南西部海域に関しては岡村凶，生駒211-27)，

岡京8，29)，広瀬30)，山本31)，広瀬・榎本・熊野32)の報告がある。筆者等は日本海南西海域

のフロ{ラをより詳しいものにして日本海全体の海藻分布の考察に資するため南西部日本

海沿岸の各地に採集調査を行なってきた。 ζれらのうち隠岐諸島の調査結果を取りまとめ

て記す。

本稿を進めるに先だち貴重な標本を貸与さ

れた室蘭海藻研究所長中村義輝博士と琉球大

学香村真徳博士とに対し，また親切な御助言

を頂戴した国立斜学博物館千原先雄博士に対

し，筆者等のJむからなる謝意を表します。ま

た現場にて採集上多大の便宜を供された各所

の漁業組合の方々に対しても深い謝意を表し

ます。

隠破筒島調査の概混

隠岐諸島(Fig.1)は， 日本海の南西部，

北緯35039'-36021'，東経132026'-133022'の

聞に分布し， 4個の主島とそれらに付属する

多くの無人島からなっている。 4主島の面積

は，島後約224k躍2，西の島56.8加盟， 中の島 Fig. 1. Map of Oki Islands of Shimane 

32.1k1112，知夫豊島 13.7k1112となっている。 prefectureand its topography. 

事神戸大学理学部生物学教室(神芦市灘区六甲台町1の34)，

柿島根大学文理学部生物学教室(松江市西河津町10印)

The Bul1etin of ]apanese Society of Phy'∞，Iogy， Vo1. xvm. No. 3， 154ー163，Dec. 1970 
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これらの島々は一般に沈降海岸地形を示し，特に外海に面した側にはいちじるしく海蝕を

受けた懸崖が続いている。

採集調査は1965年7月以降本年迄続けてきた。調査場所は島後では白島，中村，海苔回

鼻，浄土ケ浦，重栖，大久，西郷，今津，加茂，津戸，都万であり，島前では国貿，外浜，

東国賀，別府，菱，豊田，滞郷，美田，知夫である。

萩原・広瀬・梶村:隠岐諸島産の海藻

結果及び考察

現在までに同定したものは，藍藻6種，緑藻26種 1変種，褐藻45種，紅藻臼種1変種で

ある。既報告のもので筆者等の採集し得なかった4種を加えると隠岐諸島産の海藻は藍藻6

種，緑藻26種 1変種，褐藻49種，紅藻64種 1変種，合計145種2変種となる。なお以上の

他に禾同定のものとして緑藻 Enteromorpha1種，Cladophora 2種，褐藻 Ectocarpus

2種，Sargassum 1種，紅藻 Rhodochorton1種，Dasya 1種，Polysが onia2種，

Laurencia 2種がある。

隠岐諸島産海藻のうち，その分布が現時点の資料に基づく限りでは日本海沿岸における

日本海沿海各地のc/p値第 1表

地名 c/p値 c/p値著者

大島19)

本国20)

今堀21，22)

舟橋23)

広瀬・榎本
熊野32)

生駒27)

広瀬・萩原

0.4 

0.3 

0.4 

0.4 

湾

湾

登

登

名

山

山

富

富

能

能

但

地者

時国・正置2)

長谷川3)

山因。

加藤・加藤.6)

金森6)

著

0.5 

0.4 

0.4 

0.5 

0.4 

0.4 

0.6 

馬

橋n

野田町

斎藤18)

第2表 日本海沿岸4海域のc/p値

取

岐

烏

隠

広

0.5 

0.3 

0.4 

忍 路

奥尻島

小島

青森・秋田

山形・飛島

佐渡・粟島
飛島

佐

能

渡

生 0.3 

c/p値

北海道西岸(忍路・奥尻島・小島)

本州北部(青森・秋田・山形・飛島)

本州中部(粟島・佐渡・能生・能登・富山湾)

本州南部(但馬・鳥取・隠岐)

0.5 

0.5 

0.5 

0.6 

名成海

0.6 

1.3 

1.7 

日本海全体

天草本

琉球 柿

*瀬川，吉田紛糾瀬川，香村田}
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北限と考えられるものに緑藻6種1変種，褐藻4種，紅藻2種がある。これらは目録中本

で示した。

次に日本海沿捧各地における海藻相を瀬JI¥!S)の提唱したC!P値 (Cはある海単に生育

する緑藻の種類， Pは褐藻の種議むを用いて示すと(第1，2表)の通りになり，南部と

北部と出ぺて数値土の明瞭なひらきは認められず， 0.3-0.6の範囲内にある。日本海にお

けるこれらの値を天草加}及ぴ琉球列島紛の値と銘較すると日本海のC!pはかなり小さい

値となっている。乙の事は九州西岸及び南西諸島と出較して，日本海では緑藻がいちじる

しく少ない事を示している。

目 録

下記の目録中)内の人名は，その人の発表文は採集によるものであって，筆者等

が未だ採集していない種である。

CYANOPHYCEAE 

Chamaesiphonaceae 

Xenococcus acervatus S. et G. 

Oscil1atoriaceae 

Lyngbya con/ervoides C. AG. 

L. semiplena(C. AG.) J. AG. 

Rivu¥ariaceae 

Calothrix con/ervicola (ROTH.) Aε. 

C. parasitica(Chauv.) THUR. 

Rivularia nitida AG. 

CHLOROPI王YCEAE

U¥vaceae 

*Ulva conglobata KJELLM. 

U. pertusa KJELLM. 

Enteromoゆhaintestinalis (L.) LrNK 

E. linza (L.)J. AG. 

E. compressa (L.) GREV. 

E. plumosa KUETZ. 

C¥adophoraceae 

Clado戸horawrightiana HARV. 

C. densa HARV. 

C. japonica YAMADA. 

C. fascicularis (MERT) KUETZ. 

C. albida (HUD.) KUETZ. 

C. sibogae REINB. 

アオサ糾

ボタンアオサ

アナアオサ

ポウアオノリ

ウスパアオノリ

ヒラアオノリ

ヒグアオノリ

シオグサ桝

チヤジオグサ

アサミドリシオグサ

オオシオグサ

フサシオグサ

ワタシオグサ

ネタ「シシオグサ
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Chaetomorpha crassa (AG.) KUETZ. 

C. aerea (DILLW.) KUETZ. 

Anadyomenaceae 

* Microdictyon japonicum SETCH. 

Caulerpaceae 

ホソジュズモ

タノレガタジュス.モ

ウキオリソウ斜

アミモヨウ

イワヅタ税

*Caulerpa scalpelliformis AG.切れ denticulataW. V. Boss. クロキツ.タ

C. okamurai W. V. Boss. 

*C. fergusoni MURR. 

Derbesiac回 e

*Derbesia tenuissima (DE NOT.) CROUAN. 

Bryopsidac回 e

Bryopsis corymbosa J. AG. 

B. hypnoides LAMX. 

B. plumosa (HUD.) C. AG. 

Codiaceae 

Codium fragile (SuR.)HARIOT 

* C. coarctatum OKAM. 

C. contractum KJELLM. 

C. adhaerens (CAB.) C. AG. 

市C.mamillosum HARV. 

PHAEOPHYCEAE 

Ectocarpaceae 

Giffordia mitchellae (HARV.) HAMEL 

Ectocaゆussiliculosus(DILLW.)LYNG. 

Sphacelariaceae 

Sphacelaria variabilis SAUV. 

Cutleriaceae 

本Cutleriaadspersa (ROTH) DE NOTARIS 

Dictyotaceae 

Dictyota di・chotoma(HUD.) LAMX. 

Pachydictyon coriaceum(HOLM.)OKAM. 

Dilophus okamurai DA WSON 

*Spathoglossum solierii(CHAUV.) KUETZ. 

Dictyopteris prolifera (OKAM.) OKAM. 

D. undulata (HOLM.) OKAM. 

*D.membranacea (STACK.) BATT. 

フサイヲツ.タ

フジノハヅタ

ツユノイト税

ヅユノイトケパ

ハネモ斜

フサノ、ネモ

オバナハネモ

ハネモ

ミノレ斜

ミノレ

ネザシミノレ

サキプトミノレ

ノ、イミノレ

ダマミノレ

シオミドロ手斗

タワラカ'タシオミドロ

シオミドロ(生駒2d))

クロガシラ税

マタザキクロガシラ

ムチモ斜

ケベリグサ

アミジグサ糾

アミジグサ

サナダグサ

フクリンアミジ

コモングサの一種(生駒紛〉

ヘラヤハズ

ジワヤノ、ス.

ウラポシャハズ

157 
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Zonaria diesingian J. AG. 

Padina arborescens HOLM. 

P. crassa YAMADA 

P. ja由onicaYAMADA 

Leathesiaω，ae 

Petroψongium rugosum (OKAM.) S. et G. 

Chordariaceae 

Sphaerotrichia divaricata (AG.) KYLIN 

Papenfussiella k抑制(YENDO)INAGAKI 

Tinocladia crassa (SUR.) KYLIN 

Acrothri伺 ceae

Acrothrix pacifica OKAM.et YAM. 

Spennatochnac伺 e

Nemacystis decipiens (SUR.) KUCK. 

Scytosiphonac鎚 e

Scytosかhonlomentarius (LYNGB.) J. AG. 

Colpomenia sinuosa (ROTH.) DERB. et SOL. 

C. bullosa (SAUN.) YAMADA 

正lydroclathrusclathratus (BORY) ROTH 

Endarachne binghamiaB J. AG. 

Punctariaceae 

Punctaria lat約liaGREV. 

Ishigeaceae 

Ishige okamurai YENDO 

Desmarestiaceae 

Desmarestia viridis (MUELLER) LAMX. 

Chordac回 e

Chorda filum (L.) LAMX. 

Laminariaceae 

Eisenia bicyclis(K，JELLM.)血 TCH.

Ecklonia stolonifera OKAM. 

Alariaceae 

Undaria pinnatifida (HARV.) SUR. 

Cysωseiraceae 

Myagropsis myagroides FENSHOLT 

Sargas路 ceae

ジマオオギ

ウミウチワ

コナウミウチヲ

オキナウチヲ

ネバリモ税

シヲノカヲ

ナガマツモ耕

イシモズ7ク

クロモ

フトモズク

ニセモズク税

ニセモズク

モズク税

モズク

カヤモノリ税

カヤモノリ

フクロノリ

ヲタモ

カゴメノリ

/V{，ノリ

ノ、パモドキ税

ノV~モドキ

イシグ桝

イシグ

ウルシグサ科

ケウJレシグサ

ツ1レモ税

ヅJレモ

コンプ斜

アラメ

ツJレアラメ

チガイツ糾

ワカメ

ヤパネ毛ク斜

ジg ロモク

ホンダワラ斜
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Hijikia fusぴorme(HARv.) OKAM. 

Sargassum confusum AG. 

s. micracanthum (KUETZ.) YENDO 

s. hemiphyllum C. AG. 

s. patens C. AG. 

s. horneri (TuRNER) C. AG. 

s. nig，可ifoliumYENDO 

s. piluliferum C. AG. 

s. ringgoldianum HARV. 

s. sagamianum YENDO 

s. thunbergii (MERTENS) O. KUNTZE 

s. tortile C. AG. 

*s. filicinum HARV. 
s. fulvellum AG. 

s. serratifolium AG. 

RHOOOPHYCEAE 

Bangiaceae 

Goniotrichum alsidii(ZAN.) HOWE 

&ngia fUlCO仰 rpurea(DILLW.) LYNGB. 

POηf>hyra ye%oensis UEDA 

P. okamurai UEDA 

Helminthocladiaceae 

Nemalion vermiculare SUR. 

Chaetangiaceae 

Gala:xaura falcata KJELLM. 

Actinotrichia fragilis (FORRS.) BOERG. 

Gelidiaceae 

Gelidium amansii LAMX. 

ヒジキ

フシスジモク

トグモク

イソモク

ヤツマタモク

アカ毛ク

ナラサモ

マメタワラ

オオパ毛ク

ネジモク(岡村宮4))

ウミトラノオ

ョνモク

シダ毛ク

ホンダワラ性駒28))

ノコギリモク

ウシケノリ税

ウシケノリ

スサピノリ

クロノリ

ベニモス・ク税

ウミゾウメン

ガヲガラ斜

ヒラガラガラ

ソデガラミ

テングサ桝

マクサ

Pterocladia caμlacea (GMELIN) BoRN. et THUR. オパクサ

臥lIDontiac回 e リュウ毛ンツウ斜

均，alosiphoniacaespitosa OKAM. イツウメモドキ

Rhizophyllidac田 e ナミノハナ税

Desmia hornemanni MERT. 

D. japonica HARv. 

Corallinac回 e

Lithophyllum okamurai FOSL. 

ホツバナミノハナ

ナミノハナ

サンコ・毛科

ヒヲイポ

159 
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Jania ungulata YENDO 

Cryptonemiaceae 

Grateloupia filicina (WULFEN) J. AG. 

G. divaricata OKAM. 

G. okamurai YAMADA 

G. turuturu YAMADA 

Carpopeltis angusta (HARV.)OKAM. 

C. affinis (HARV.) OKAM. 

Endocladiaceae 

Gloiopeltis furcata POST. et Rup. 

CalJymeniaceae 

Callophyllis adnata OKAM. 

Nemastomaceae 

Schi%ymenia dubyi (CHAUVIN) J. AG. 

So¥ieriac鎚 e

Solieria mollis (HARV.) KYLIN 

Plocamiaceae 

サキピロモサズキ

カク νイト税

ムカデノリ

カタノリ

キヨウノヒモ

ツノレツ;1ノ

キントキ

マツノリ

フノリ料

フクロフノリ

ヅカサノリ税

ネザシノトサカモドキ

ヒカゲノイト税

ペニスナゴ

ミリン税

ホッパミリン

ユカリ斜

Plocamium telfairiae HARV. ユカリ

P. leptophyllum KUETZ. vaれ ftexuosum.J. AG. ホソユカリ

Sphaerococcaceae タマミ斜

Caulacanthus okamurai YAMADA 

事Phacelocaゆusjaponicus OKAM. 

Gigartinaceae 

Gigartina tenella HARV. 

G. inter明 ediaSUR. 

Chondrus ocellatus HOLM. 

PhyJlophoraceae 

Gymnogongrus flabellぴormisHARV. 

Hypneaceae 

Hypnea charoides LAMX. 

Graci¥ariaceae 

Gracilaria bursaヂastoris(GMELIN) SIL V A 

G. textorii SUR. 

Rhodymeniaceae 

Chrysymenia wrightii (HARV.) YAMADA 

Champiaceae 

イソタeンツー

キジノオ

スギノリ税

スギノリ

カイノリ

ツノマタ

オキツノリ斜

オキツノリ

イパラノリ税

イノ4ラノリ

オゴノリ秘

シラモ

カ/"(ノリ

ダノレス税

タオヤギソウ

ワツナギツウ斜
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Lomentaria catenata HARV. 

L. hakodatensis YENDO 

Champia parvula (AG.) J. AG. 

C. bifida OKAM. 

Ceramiaceae 

Callithamni・'oncallophylli・'dicolaYAMADA 

Wrangelia argus MONT. 

Griffithsia tenuis C. AG. 

G. coacta OKAM. 

Spyridia filamentosa (WじLFEN)HAR¥'. 

Ceramium boydenii GEPP 

*C. fimbriatum S. et G. 

C. japollicum OKAM. 

C. tenerrimum (MARTENS) OKAM. 

Campylaephora hypnaeoides J. AG. 

Centroceras clavulatum (AG.) MONT. 

Dasyaceae 

Heteros(ρho削・'apulchra (OKAM.) FALK. 

Dasya sessilis YAMADA 

D. villosa HARV. 

Rhodomelaceae 

Polysiphonia decumbens SEGI 

P. tapinocarpa SUR. 

Chondria crassicaulis HARV. 

C. expallsa OKAM. 

Laurencia inter押zediaYAMADA 

L. okamurai YAMADA 

L. pinnata YAMADA 

Symphyocladia pennata OKAM. 

Herposiphollia tenella(C. AG.)NAEGELI 

H subdisticha OKAM. 

フシツナギ

コスジフシツナギ

ワツナギソウ

ヒラワツナギソウ

イギス糾

キヌイトグサ

ヲンゲリア

ケカサ.シグサ

ワタゲカザシグサ

ウプググサ

アミクサ

フサツキイギス

ハネイギス

ケイギス

エゴノリ

トゲイギス

ダジア糾

シマ夕、シア

エナシタージア

ケプカタ牟ジア

フジマツモ税

リボンイトグサ

ケイトグサ

ユナ

モサヤナギ

クロソゾ

ミツデソソー

/、ネソソー

ヒメコザfネ

クモノスヒメゴケ

クロヒメコeケ

Leveillea jungl'rmannioides (MART. et HERING) HARV. ジヤノ〈ラノリ

Summary 

161 

The present report deals with those marine algae which were collected by us from 

Oki Islands of Shimane Prefecture， J apan， totalling 145 species and 2 variety-6 species 
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of Cyanophyceae， 26 species and 1 variety of Chlorophyceae， 49 species of Phaeophyceae 

and 64 species and 1 variety of Rhodophyceae. Among them the following 12 species 

and 1 variety mark Oki lslands to be the northernmost limit of their distributions. 

百loseare Ulva conglobata KLELLM.， Microdictyon japonicum SET.， Caulerpa 

scalpelliformi・'sAs. var. denticulata W.v.Boss.， Caulerpa fergusoni MURR.， 

Codium coarctatum OKAM.， Codium mamillosum HARV.， and Derbesia tenuissima 

(DE NOT.) CROUAN of Chlorophyceae and Cutleria ad.ゅersa(Roni) DE NOTARIS， 

Spathoglossum solierii (CHAUV.) KUETZ.， Dictyopteris membranacea (STACK.) 

BATT.， and Sargassum filicinum HARV. of Phaeophyceae and Phacelocarpus jaρonicus 

OKAM.， and Ceramium fimbriatum S. et G. of Rhodophyceae. 
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PorPhyra leucosticta T即 RET について

月 舘 i間ー*

J. TSUKIDATE Reports on Poゅhyraleucosticta TI-!URET 

祭者は1965年 3月にウッヅホー/レのリ トノレハーバーで本砲を採集した。本種は岩に着生

していたが，他に波聞にただよっている紫体もあった。日本へ持ち帰り室内で培養して，

今も維持している。実験室内での生理実験で設定している条件では有性生殖細胞は作らず，

日照時間を14時間以上にしなければ果胞子は形

成されない。形態はスサピノリに似ており数捌か

ら成体になるまで常に単胞子を生成する。しかし

生長の良いi剛志単胞子の生成は少ない。 ζの単胞

子を培養し成体にして単胞子を得， ζれを又培養

するという方法で維持している。人工海水で容易

に育ち，糸状体を経ずして業体にすることができ

るため，いつでも欲しい|時に実験材料と して使用

できるので都合が良く他の生理実験に用いてい

る。

1)形態餓綴，採集した梨体には制長いものから

詳しl床をおびたものまでいろいろあるが卵形のもの

が多い。縁辺は波うつ。大きさは大部分10c1n位で

紫色がかった黒褐色を呈している。 l与さは20tLか

ら50，日で細胞の商さは断面で巾の 1.5倍から 2倍

である。雌敵同株で生殖IXlは紛状をなして形成さ

れる。生銅細胞の分裂形式は♀ 8(三L，主，ヱ}
¥2' 2' 2 J • 、 1965年 3月にウッヅホーノレのリトノレ

o 6..1(3)-， -!?-ヱ}である。以上の観察は TAYL-
¥ ，，' 4' 4) ハーパーで採集した

OR1)や ROSENVINGE2)の記載と良く一致する。 Poゅh.ymleucosticta TI-!URET 

2)培養鰍祭 ;)胞子から 1~2 clllまでは12~180， 1~2clIt 以ヒの大きさの繋体で'.;j; 8~100 で

良く生育する。:'J't度は紫体の生育の全期間を通じ1 ，000~6 ， 000 luxが良い。 E[!!n時間も同

じく全期間を通して8~12時間ならば生育に変化は見られない。 単胞子の生成は数酬の紫

*水産庁関西海区7jく産研究所(広島県佐伯郡大!llJIIJJ丸石7782-9)

The BulJetin of Japanese Society of Phycology， Vol. XVIII. No.3，16-lー 166，Dec. 1970 
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体から見られ成体まで観察されるが正常に生育している時は単胞子生成はあまり見られず，

成体になってから生成される。この単胞子の発芽には二通りあり，仮根が短いものと非常

に長くなるものとが見られたがその原因は明らかでない。ただ成体に生成された単胞子は

長い仮根をつくる傾向が見られた。培養中に色は次第に赤昧がかった茶色になる。形はや

はり卵形のものが多くあらわれる。物理化学的な環境の変化，栄養塩の変化などに対して

巾ひろく耐えるためか比較的容易に表面のなめらかないわゆるしっかりしたノリに生育す

る。

3)考察;この Porphyraleucostictaは体形がスサビノリと似ており，縁辺が波うつ様

子も同じである。しかし葉体全体がー僚に紫がかった茶色であって，スサピノリに見られ

るように基部が緑色がかることはない。単胞子は数mの葉体から生成しはじめる。単胞子

を放出しながら生長をつづける。日照時間が14時間以下ならば有性生殖細胞は作らす，

2~3ヶ月たって ， 10cm位に生長すると単胞子を葉体全体に作り消滅する。培養液を1~2週

間ごとにとり換え，正常に育った場合には更に大きくなり最大41C111になることがあった。

黒木は幻 Porphyraleucostictaとスサピノリを比較して，スサピノリには普通の有性体

の他に中性胞子形成の無性体，精子のうと中性胞子のうを有する個体，精子のう，のう果

及び中性胞子のうを有する個体が存することを記し，乙の点はBERTHOLD，DAr¥GEARD 

(1931)が記載した Porphyreleucosticta観察と一致すると述べているが，日照14時間以

上でなければ有性生殖細胞を作らぬ点，生殖細胞の分裂形式が異なる点等から明らかにス

サピノリとはちがう種のように考えられる。福原4)は北海道産のアマノリを分類して20数

種あげているが，欧米では数種しか記載されていない。古来アマノリ属を食用にしている

日本に，アマノリ属の多種類が産することは興味深い。自然環境に人偽操作がはいり種が

環境の異なる所へばらまかれたためだろう。

本報告のために種の同定ならびに有益な御助言をして下さったDr.S. Lmw， Dr. H.W. 

NrCHOLS，及び Dr.R. T. WrLCEにおネしを申し上げる。

Summary 

Porphyra leucosticta THURET col1ected at Woods Hole， U. s. A. in 1965 has been 

grown and maintained in the artificial condition by successive transfer of monospores. 

The alga grows and forms monospores at 8-180 under day.length of 8-12 hr with 

1000-6000 lux. This species is morphological1y near to P. yezoensis UEDA， but， as 

already reportedし2)，differs from it in the type of division of sexual cel1s. It seemed 

to be the further characteristic of this alga that sexual cells were formed under 

day-Iength of only longer than 14 hr. 
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除珪藻剤酸化ゲ〉レマニウムがスサピノリ

free-living糸状体の生育におよぼす影響

切 田 1E 憲*

M. KIRITA The effect of gennanium dioxide， a diatom-eliminating chemical， 

on the growth of free-1iving Conchoceli・'sof POゆhyrayezoensis. 

ノリ糸状体は，ふつう貝殻中に穿孔生長しているため，その生理実験，とくに光合成や

呼吸に関する実験を行なう場合，糸状体の基準量を何に求めたらよいか困る場合が多い。

今までの例では，カキ殻糸状体から抽出したクロロフィルの量1)やカキ殻の面積2)を基準

にとった場合がみられる。ところが，岩崎ぬが発表した free-living糸状体は， 糸状体の

量を明確に秤量することができるため，生理実験の材料として大変便利である。しかし，

fr官e-living糸状体を養殖ノリ葉体の果胞子から得る場合，ノリ業体に多量の珪藻が附着し

ているため，母E棄を洗糠および乾燥 (24時間)するという手段をとっても完全な除去は困

難である。とくに Navicula腐のものは厄介であって，果胞子から生じたfree.1iving糸状

体とともに培養液中に混入，繁殖する場合が多いため，糸状体のみの unialgalcultureは

大変困難である。

最近藻類，とくに紅藻類の室内培養において，葉体に附着している珪藻を除去するため

に酸化ゲルマニウム(Ge02)が利用されている。そこで，アマノリ類の free.living糸状体

に附着または混在している珪藻を除去し， 健全な糸状体を単離培養する目的で Ge02を

用いる場合， Ge02がスサピノリの free.living糸状体の生長におよぽす影響および珪藻

除去効果を知ることが，第ーに問題となる。この間題について試験したので結果を報告する。

本稿を草するにあたり，校関とともに実験上の有益な助言を与えられた水産大学校，尾

形英二博土ならびに，実験遂行に鞭鐘と助言を与えられた，福岡県有明水産試験場長，松

永保氏，研究課長，田中佐朔氏に深く感謝する。

*福岡県有明水産試験場(大牟田市新港町六)
The Bulletin of Japaneseおcietyof Phycology， Vol， XVIII. No.3，167ー170，Dec. 1970 

ホCompositionof an artifical sea water(mg/ t); NaCl， 23.5 x 103 NaS04， 3.9 x 103 

MgCl2・6H20，10.6 X 103 CaCl2・2H20，1.5 X 103 ; KCl， 660 ; NaHCOa， 100 ; 

KBr， 96 ; Ha BOa， 15; SrCl2・6H20，40 ; NaF， 3， LiNOa， 0.7 ; NaNOa， 200 ; 

Na2 HP04・12H20，20， 
Modified P1 sol.(mg/l) EDTA-Na2 3，000 ; FeCla ・6H20，386 ; MnCl2・4H20，432 

; ZnCI2， 31 ; CoCl2・6H20，15; CUS04・5H20，4.7 ; K!， 5. 

pH， 7.9-8.0 (塩素量ゐ).
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材 料お よび 方法

有明海福岡県地先で1969年1月27日に採集した母藻からえた free-living糸状体を用いた。

播種は1月28日小型スライドグラス(1x 2. 5C/B2)上に行なった。その後，普通の方法で培養

し， free-living糸状体が密に繁茂するのをまった。そのとき，糸状体に多量の珪藻 (Nav-

icula属)が附着していた。

培養人工海水のとしては， LYMAN et FLEMINGの人工海水に P1solutionを 2m&/l 

加えたものを使用した九

実験方法:100m&容ビーカーに海水を100ml満たし，約lx2.5C11l2のマット状に繁茂した

free-living糸状体サンプノレを2個入れて， Ge02をl，2，5，10，20，30，50ppmの各濃度になる

ように添加して培養を行なった。珪藻の消滅程度を Table1のように5段階に分けて観察

した。

糸状体の生死の判定法は検鏡により色素が抱色してしまったものを枯死と判定し，また，

肉眼で糸状体塊を観察した場合は，糸状体塊の色が黒色から緑色に変ったものを死とし，

両者の結果をあわせて判定した。

実験期間は， 1969年6月16日より7月15日までで，水温は 250_280 であった。光合成

はワールプノレグ検圧計"を用い，照度5，000lux，水温25。の条件の下で測定した。この場

合の供誠糸状体は，珪藻の附着していない1x2.5C/B2のマット状に繁茂したものを2個用い

容器中に海水5m&とともに入れて実験した。マ 7 ト状糸状体塊の乾燥重量は 2枚で5.9mg

-11.0吻の範囲にあった。

結果および考察

Ge02による珪藻除去効果を Table1に，また，糸状体の生育におよぽす影響を Table2 

にまとめた。

1 

Table 1. Diatom eliminating effect of Ge02 
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珪藻に対して Ge02の影響が現われて

くるのは，高濃度(30-50ppm】ほど早い

が，完全に珪獲を除去してしまうには，

かなりの時間を要し， 30p戸 1および50

ppmでは20日後， 1-20p戸 1では30日後

であった。

一方，糸状体に対して有害な影響の現

われてくるのは， 30p戸1で15日目で，一

部の糸状体の色素が抱色する。 30日目に

は， 30ppmおよび50ppmで全ての糸状体

が死滅したが， 1ppm-2Oppmでは糸状

体は異常なく健全であった。

またGe02が糸状体の光合成能にお

よぽす影響を，Fig.1および Fig.2に

まとめた。

これによると， 1ppm-30ppmでは，糸状体の先合成能に対する Ge02の阻害作用は，

とくにみとめられない。しかし， 50ppmでは阻害作用があると思われる。光合成能に対す

る阻害量と糸状体の致死量とには，かなりの差があるが，乙れはGe02が慢性的な毒性を

示すためと考えられ，したがって一時的な先合戚能には，かなり影響しないものと思われる。

ぬ寸|。 30 50 

1 + + + + 
2 + 十 + + 
3 + + + + 
5 + + 十 十

7 + + + + 
10 + + + + 
15 + + 土 + 
20 + + 士

30 + + 

NOTE， + : alive，士:half dead，ー:dead， 

KiIling effect of Ge02 on 
free.living Conchocelis of 

POゅhyrayezoensis. 
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以上からみてGeOIlに対する糸状体の抵抗性は珪藻にくらべ強い。糸状体の生長に対

して有害な濃度以上でもその先合成に対しては，回答作用はみられない。 ζのことから，

GeOsによる珪穫の生育阻害と糸状体の生理に対する阻害量との差はかなりあると恩われ

る。との差を利用して，free-living糸状体の埼養過程において，糸状体に附着また混在す

る珪覇軍を除去するととができる。尾形的は各種のノリ糸状体の生活史を研究するにあたっ

て，珪藻を除去するため， Ge02を5ppm添加しているが，糸状体にはとくに異常はみと

めていない。糸状体に薬害のでない範囲の濃度 (1-20ppm)においては， どの濃度でも珪

藻を殺してしまうまでの時間に差がみられないので，糸状体に附着また混在している珪藻

を除去する場合，培養海水中に低濃度(1-5ppm)のGe02を添加することが，経済的で

あり，かつ高濃度(10-2Oppm)を添加した時と同等の効果がある。どちらの場合でも，珪

藻(地vicula属)は30日後には死滅する。また，果胞子播種時より free-Iiving糸状体の

unialgal cult凶 eを行なう場合は，ノリ母濃の洗練および乾燥 (24時間)によって，母藻に

附着しているゴミ，原生動物および一部の珪藻を除去し，母藻にまだ附着している珪藻は

培養海水に品O2を1-5ppm添加して除去する。以上によって free-living糸状体格養で一

番障害となっていた珪藻の除去が簡単に行なえるため， free-living糸状体の unialgal

cultureが容易にできる。

Ge02が果胞子の発芽や胞子惑の形成におよぽす影響については，後日;実験して報告す

るつもりである。

Summary 

Photosynthesis and growth of free-Iiving C，mchocelis of POゅhyraas affected by 

Ge02 was studied. The diatom-ki¥1i，ng effect of the chemical was also observed. 

1) The algal growth was not affected by Ge02 in the range of 1-20 ppm， but 
Conchocelis were ki¥1ed after 20 daysωlture at more than 30 ppm. 2) Diatom(Navicula 
φop.) were completely ki¥1ed after 30 days in the culture with the addition of Ge02 

in 1-20 ppm ; 30-50 ppm ki¥1ed diatop1S earlier， after 20 days. 3) Photosynthesis of 

free-Iiving Conchocelis was not aHected by Ge02 in the range of 1-30 ppm， but 

appe訂 'edto be i由ibiteda Iitt1e at 50p卯 1.

文献

1)尾形英二 (1961)ノリ糸状体の生長に関する研究。水産講習所研究報告， 10: 423 
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4) OGATA， E and MATSUr. T， (1965) Photosynthesis in several marine plants of 

Japan in relation to carbon dioxide supply， light and inhibitors. Jap. Jour. Bot. 

19: 83-98 
5)吉川春寿，他4名共編(1964)ワー/レフツレクe検圧計，南江堂，東京

6)尾形英二〈未発表)
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新しい海藻培養液SWM-If乙ついて

尾形英一*

海藻類の培養液については.PROV ASOLI 1ft all)の人工海水に関する研究発表以来，わ

が国でも多くの研究工夫がなされてきた。筆者は， カナダにおいて 1年間表記 8WM-m

と名づけられた培養液を用い.poゅhyra類の数種の培養を行ない生活史を研究したが，

乙の培養液が海濠類の生長・成熟などに有効であることを感じ，また他の数種海藻の培養

に用いて，その有効性を再認識したので，乙とにその組成および調製法などについて御紹

介する。

SWM-mは，もともと MCLACHLAN2)が発表した 8WM-IをCHEN1ft al3). CHEN 1ft 

al4)が改良したもので，第1表に組成を記す。地LACHLAN幻の原著では.Trisのかわりに

glycylglycineを使っているが，これはTrisが淡水藻の生育に害作用をおよぽす(地L<¥CH-

LAN6))からであって，対象が海藻の場合には Trisで差支えな1r¥。

微量金属類(PI-metal)およびビタミン混液(8・3Vitamins)の組成は，肱Lachlan2)の論文

中に記載されているものと同じで，第2表および第3表にその組成をかかげた。ただ原著

では2m&中の組成になっているが.21中の組成としてあらわした。

8WM-m調製にあたって.2. 3の注意が必凄である。最初に，上記の組成表に従って

8WM-][ を調製すると.Trisが加えられているため培養液の pHはかなり高くなる。それ

でpHを 7.5あるいは少し低いと乙ろに濃塩酸を滴下して~pH を調整しなければならない。

次に滅菌のためオートクレープする。非常に高栄養分なので，そのままでは雑菌・雑海藻

類が繁殖する。しかし，オートクレープすると.8WM-mのpHは高くなり. pH8-8.2に

上昇して微量の白犯を生じることがある。乙の自沈を避けるために工夫した結果，縫塩酸

で一時pH7程度に下げ，つぎに NaOH溶液(濃度は適当)で再ぴpHを上昇させて. pH7.5 

に調整した後オートクレープすると白沈を避ける事が出来る。出来上った8WM-mは，レ

バーエキストラクトと土捜抽出液のため徴黄色の透明な溶液である。

別の注意として，上記8-3Vitamins混液は，調製後小試験管に 5-1伽1&分注して，フ

リーザー中に凍結保存しなければならない。

8WM-mの調製に当り，ストックツリユージョンを作っておき，調製のたびに一定量づ

っ海水に加えてゆくのであるが，乙れらストックソリユーションは褐色ピン中冷暗所に保

存するこが必要である。

*水産大学校〈下関市〉

The Bulletin of Japanese 80ciety of Phycology. VoI.XVIII. No.3.171-173. Dec.1970 
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第1表 SWM-][の処方

薬品名 原液濃度 混合量 最終濃度

NaNOs 

Na2HP04 

Na2EDTA 

FeC1s 

PI.metal 

5.3 Vitamins 

50il extraxt 

Tris 

Liver extract 

5ea water 

H3B03 

MnCI2 

ZnCI2 

CoCI2・6H20

CuCI2・2H20

(1.0M) 2ml 

(5伽1M) 2ml 

(15mM) 2mC 
(1.伽1M) 2m! 

2ml 

2m! 

5臼n!

500mg 

10"19 

Up to 1 Iiter 

第2表 PI.metalの処方

12.3689 ¥ 

1.3859 

0.1099 )再蒸溜水で2tにとかす

4.759mg I 

0.034mg J 

第3表 5.3Vitaminsの処方

0.59 

0.19 

0.19 

10n砂

2.0mM 

O.lmM 

30μM 

2.0μM 

pH=7.5 

Thiamine HCL (B1) 

Ca pantothenate 

Nicotinic acid 

p.aminobenzoic acid 

Biotin 

Inositol 

川轍溜水で2tにとかす

59 

Folic acid 2mg 

Thymine 31，ザ

B12 lmg 

CHEN et al4)が用いたストックツリユージョンの濃度と，それからとりだす量について

は第 1表に示す。

土壌抽出液の作製とその必要性であるが，土壌抽出液の作製は畑地などの土壌を倍量ぐ

らいの水で何度も煮沸し， ミリポアフイJレタ{で炉過をくりかえし，透明になったところ

でオートクレーフ.して滅菌保存する。土岐抽出液の有効性についてはすでに多くの論文が

あるが，これを5WM-][中で使用すると往々にしてバクテリア類の猛繁殖を促がし因るこ
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とがある。よほど精密な無菌操作を行なわない限り，土境抽出液の加わったSWM-DI液中

ではバクテリアを避けることがむつかしい。著者は土壌抽出液を加えないSWM-lIJを用い

ているが，一般海藻の場合には充分であると考えている。
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of artificial rnedia for rnarine algae. Arch. Mikrobiol. 25 392-428. 

2) McLACHLAN， J. (1964) Sorne considerations of the growth of rnarine algae in 

artificial rnedia. Can. J. Microbiol. 10 : 769-782. 

3) CHEN， L.C.-M.， T. EDELSTEIN， and J. McLACHLAN. (1969) Bonnemai・'sonia

hamifera in nature and in culture. J. Phycol. 5 211-220. 

4) CHEN， L.C. -M.， T. EDELSTEIN， E. OGATA， and J. McLACHLAN.(1970.)The 

life history of POゅhyraminiata. Can. J. Bot. 48 : 385-389_ 

5) McLACHLAN， J. (1963) Sorne effects of tris (hyclroxyrnethyl)-arninornethane on the 

growth of Haematococcus pluvialis Flotow. Can. J-Bot.， 41 35-40. 
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岡村金太郎先生とキーノレ大 学

尾 形 英 一*

筆者は，西ドイツ・キーノレ大学のゲスナー教授から VisitingProfessorとして招かれて，

昭和45年 3月末からキー/レ大学の Institutfur Meereskllndeに3ヶ月近く滞在した。その

時奇しくも，日本海藻学の鼻御，故岡村金太郎先生とキ-Jレ大学とが，深い因縁に結ばれ

るにいたったζ とを体験した。

Institut fur Meereskllnde an der 

Universitat Kiel 

岡村喬生氏が出演しておられたキー

ノレの歌劇場

そもそものきっかけは，キー/レの歌劇場でヨ ーロッパ有数の日本人オペラ歌手として，

岡村先生のお孫さんである岡村喬生氏が活躍しておられたととにあるo 所用でハンプノレグ

に出かけた帰りの車中で，偶然知りあった日本人の方が 「最近キーノレに来て，海苔の研究

*水産大学校(下関市吉見永田本II/Jl944)

The BlIlletin of Japanese Society of Phycology， Vol. XVIII， No.3，174-175， Dec. 1970 
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をしているというのは貿方の乙とか?それなら私の出父を知っているか ?Jと尋ねたので，

「その方のお名前は」と開くと， 1岡村金太郎」というお答えだった。 それなら知ってい

るどとろではない，日本海草語学上の大先生であられたし，筆者は，先生の女l桁の放瀬川教

授の指導をうけたものである。と答え，その奇遇に悠きあったものである。

筆者は乙の話をグスナー教授に

したところ.教授も大いにおど

ろかれて， 1本 当にあの Great

Okamuraの GrandSOI1であるか

?Jと筆者に念を押すしまつであ

った。その後，ゲスナー教授の令

嬢が大のオペラファンであるとと

を知ったので，岡村氏に請うてそ

のブロマイドを]頁き，彼女にさし 幾

あげた。 ゲスナー教授一家は大~ L ほ

喜ばれて，ータ，小生を含めて， 左から岡村喬生氏，間夫人，ゲスナー教授夫人ハンマ
一博士，ゲスサ ー教授，同令嬢。

岡村氏御夫妻をディナーに招待さ

れた。話はオペラから海藻学まで広汎にわたってはずみ，大いに国際親善ーを深めた。 その

席で，教授は Institutの壁画にかざりたいからと，岡村氏に金太郎先生のポー トレートを

熱心に所望された。乙のゲスナー教授の希望はその後8月に岡村夫人が東京に帰省された

時に果されたはずで，現在すでに Institutの壁面に飾られているものと思われる。

晩春のータ，筆者は岡村氏から上等の!市の切符を世話していただき，グノ ーの歌劇11マ

ノレカ♂レーテJ (原作名 ・フ7ウスト)の主役メフィス トを演じる岡村氏の舞台盗に接した。

その演技および声量は，まことに堂々たるもので， 多くの トイツ人li!l手を圧倒しての名演

技であった。一幕終るどとのカ ーテンコ ーノレでは，岡村氏に対する拍手が一段と高く ，お

そらく このlぬのたった一人の日本人観客であったろう筆者は 「日本人ここにあり」と叫び

たいよ うな感激をおぼえたものであった。

乙のようにして，キーノレ大学と岡村金太郎先生との深い図縁が結ばれたわけであるが，

巌後に筆者は，ゲスナー教授からの日本の蕊類学者に対する要請をおったえして， ζの駄

文のしめくくり にしたい。それは，ゲスナー教授が ChiefEditorをしている Internationale

Revue c1er gesamten l-Iydrobiologieに，ぜひどしどし原稿を寄せて]頁きたいとの希望であ

る。投稿御希望の方は， 日本での Editolである東京水産大学の有賀袷勝博士に連絡をお

ぼlいする。
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日本産藻類分布資料

I.汽水藻

1. Caloglossa ogasawaraensis OKAM.ホツアヤギヌ，造力武彦，大阪市十三，阪急電

鉄淀川鉄橋下川底石上，多量，昭44.8及ぴ昭45.10。

催しと消息

1. 尾形英二氏独国キール大学海洋研究所にて GESSNER博士との協同研究を終えて 8

月帰国。

2. 渡辺篤氏オランダ Wageningenで関かれた IBP/PP Technical Meeting on 

Biological Nitrogen Fixationに出席， 9月帰国。

3. 新崎輝子氏 スイス Turichで聞かれた国際生化学会議出席を主として，世界一周を

終え10月帰国。

4. 淡水漬懇話会 10月20日愛媛大学の会場で，全国から集った同学の士25名が， 1969年

中に発表された淡水藻関係の論文の紹介など聴きながら懇親の実をあげた。この時配

布(購入〉された「淡水藻文献リスト1969年分」と，近々印刷上りの「淡水藻」とはそ

れぞれ実質 100円で購入できますので，所定の金を添え〒 177東京都練馬区東大泉

675山岸高庇氏宛申込まれたい。

第7回 国際海藻学会議準備経過報告

この国際会議は1952年に始まり，第1回は英国で開催され，それ以後3ないし4年毎に

各国の輪番で会議がもたれ，第7回目が日本で来夏開かれるととになった次第であります。

日本学術会議は乙の国際会議の日本国開催の意義を認め，傍ら閣議の了解も得られたので，

日本開催の手続をき鋭意進めてきました。主催は日本学術会議と国際諮問委員会であり，

後援として，日本藻類学会，日本水産学会，日本植物学会，日本植物生理学会が当ること

になりました。

本会議は札幌で，昭和46年8月8日より12日迄に，一般講演，特別講演が行なわれ，な

お会議中の 1日室蘭への海藻採集ツアーが予定されており，札幌に引続いて13日より16日

迄関西地区で現地討議，見学，観売が予定されています。

会議の遂営は日本学術会議と国際諮問委員会との共催によって行なわれますが，実際に

は日本学術会議が，前記の後援4学会，文部省，水産庁其他から選んだ人々からなる第7

回国際海潔学会議組織委員会が当り，組織委員の互選による数名の実行委員が企画立案し

ています。組j織委員は24名よりなりますが，うち16名は本藻類学会会員で当ります。

慨に第1図案内は6月に発送され，第2図案内も間もなく発送されますが，呼びかけに

応じた内外国人の数は既に400名を越え，その国籍も30.以上となって，会議の盛会が予想

されます。内外多数の藻類学者が一堂に会する機会は滅多にありません。本学会会員多数

の参加を望んでやみません。 (11月20日広瀬記)
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事

総会提出議題審議のため，昭和45年10月18日午前10時30分より 2時間，愛媛大学大真館

会議室において開催された。

出席者評議員:千原先雄，藤山虎也，加崎英男，右田清治，尾形英二，山岸高旺。

会長:広瀬弘幸。幹事:坪由宏，高橋永治，熊野茂，榎本幸人。以上の他に名誉会長:

山田幸男氏の出席があり，欠席評議員のうち狭山和夫，舟橋説往，谷口森俊の各氏は会長

に委任し，次の事項について協議承認された。

1. 昭和44年度庶務・会計報告

2. 昭和45年度庶務・会計中間報告

3. 昭和45年度予算案

4. 会費値上げ案

5. 編集報告投稿の注意(投稿規定改正案。

6. 第7回国際海藻学会議準備経過報告

第 18回総会記事

本会第18回総会は，昭和45年10月18日午後6時より 7時30分まで，愛媛大学教育学部D

会場で開催された。会は坪幹事の開会の辞に始まり，広瀬会長の挨拶があって次の順序で

議事が進められた。

I.議長選出:猪野俊平氏が選出された。

1I .報告事項

1. 庶務報告:昭和44年庶務報告及び同45年中間報告が熊野幹事よりなされ承認され

た。

2. 編集報告: 1投稿の注意」を詳細に書き改め，色頁にして本誌に掲載することに

ついて坪幹事より説明があり承認された。 E本誌色頁参照コ

3. 会計報告:昭和44年度決算報告が高橋幹事よりなされ承認された。

E 協議決定事項

1. 昭和45年度予算案が同年度中間報告と共に高橋幹事より説明され，原案通り次表

のように決定した。

2. 会費値上げについて 145年度予算案でみられる切迫した窮状では，来年度と云

わず今年度の総会に値上げ案を提出すべきだ」との評議員会での審議経過が広瀬会

長から報告され，次いで高橋幹事から「投稿が多く年間 150頁程度の本誌を発行す

るためには大巾値上げが止むをえない」現状の説明があり，協議ののち原案通り昭

和46年度より年額1200円とするととに決定した。
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Nその他

1. 第7回国際海藻学会議案内について新崎盛敏氏より経過報告があり詳細は本誌に

掲載する乙とを了承された。

昭 和 45 年 度 予 算

収 入 支 出

会 費 (330500件人〉 280，000 印 刷 費 18巻 530，000 

パヅク 5〈61巻68) 67，200 発 送 費 20，000 I 

その他(語字)
通 信 費 10，000 

60，000 
消 耗 品 費 20，000 

繰 越 金 214，221 
31，500 

予備費 9，921 
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想 報 会

総会に引続いて 7時30分から，坪幹事の司会で懇親会が関かれた。一同ピ~lレで乾杯の

後なごやかに会が始まった。尾形英二氏からカラースライドによる「キーノレ大学海洋研究

所を訪ねて」と題する講演があり， 9時まで静かな松山の夜を楽しんだ。

出席者 (47名)

秋山優，新崎盛敏，千原先雄，榎本幸人，古谷庫造，原慶明，原田彰，平山国治，

広瀬弘幸，広瀬美枝，堀輝三，市村輝宣，弁門淳子，猪野俊平，入来義彦，巌佐耕三，

木村寛司，熊野茂，黒木宗尚，右田清治，丸山晃，中村義輝，中村佐兵衛，西浜雄二，

小河久朗，岡崎彰夫，大房剛，大森長朗，大野正夫，尾形英二，長船哲斎，斎藤英三，

沢田武男，佐々木正人，高橋永治，高閏昭典，閏辺満子，坪 由宏，津村孝平，山田幸男，

山木輝男，横田利喜造，植田勝巳，吉l崎誠，山岸高庇，吉田啓正，造力武彦。

会員移動

新 入 会 (5名)



学会録事

住 所 変 更 (11名)

改 娃 (1名)

江村一子 <1日姓長谷川)

退

毛利善一，高木先造

会 (2名)
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パックナンバー在車数のお知らせ

本誌パ?クナンバーの在庫数は下記のとおりです。会員の方には各巻800円，各号270円

で頒布，文非会員には各巻1200円，各号.400円で販売します。送料は学会負担です。尚来

年度 (46年4月1日)以降は会費低土げに伴ない会員には各巻1200円，各号400円，非会

員には各巻1800円，各号600円にてお分けいたします。

Vo1.1州在庫数 11 Vo1.1尚|在庫数 11 Vol.l No. I在庫数|

1 

1 2 

3 

1 

2 2 

3 

1 

3 2 

3 

1 

4 2 

3 

1 

5 2 

3 

I6 t  

26 1 33 100 

44 2 32 13 2 104 

64 3 23 104 

62 1 12 1 80 

66 8 2 7 14 2 83 

60 3 13 3 91 

56 1 品切 1 118 

57 9 1 // 15 2 121 

59 1 // 3 126 

51 1 77 1 103 

57 10 1 74 16 2 102 

49 1 72 3 102 

42 1 55 

4出48 11 2 57 

63 3 70 

44 1 82 

36 12 2 75 18 

42 3 75 

本会会員野村義弘氏は去る昭和45年

10月，逝去されました。謹んで，哀悼の意

を表します。

日本藻類学会

1 140 

2 148 

3 
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会 長 震瀬弘幸
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